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平成２６年度

第１８回大分県教育委員会

【議 事】

（１）議 案

第１号議案 平成２７年度大分県教育庁職員定期人事異動方針について

第２号議案 技能労務職員の給与及び旅費に関する規則の一部改正

について

第３号議案 学校職員の特殊勤務手当支給規則の一部改正について

委員長の選任について

（２）報 告

①平和教育に関する現状把握の結果及び大分県平和教育指導方針

について

②世界農業遺産中学生サミットについて

③科学の甲子園ジュニア全国大会成績について

④第１回インターナショナルロボット相撲トーナメントの結果等

について

（３）協 議

①社会教育主事選考の実施について

②大分県先哲叢書編さん審議会委員の委嘱等について

（４）その他
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【内 容】

１ 出席者

委 員 委員長 松 田 順 子

委員長職務代理者 林 浩 昭

委員 岩 崎 哲 朗

委員 首 藤 照 美

委員 高 橋 幹 雄

教育長 野 中 信 孝

欠席委員なし

事務局 理事兼教育次長 河 野 盛 次

教育次長 落 合 弘

教育次長 大 城 久 武

教育改革・企画課長 佐 野 壽 則

教育人事課長 藤 本 哲 弘

教育財務課長 岡 田 雄

福利課長 大 石 尚 志

義務教育課長 後 藤 榮 一

生徒指導推進室長 江 藤 義

特別支援教育課長 後 藤 みゆき

高校教育課長 髙 畑 一 郎

社会教育課長 曽根﨑 靖

人権・同和教育課長 甲 斐 順 治

文化課長 山 口 博 文

体育保健課長 蓑 田 智 通

教育改革・企画課主幹 勝 尾 裕 美

教育改革・企画課主査 石 丸 一 輝

２ 傍聴人 １０ 名
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開会・点呼

（松田委員長）

それでは、委員の出席確認をいたします。

本日は、全委員が出席です。

ただいまから平成２６年度 第１８回教育委員会会議を開きます。

署名委員指名

（松田委員長）

本日の会議録の署名委員でございますが、首藤委員にお願いしたいと

思います。

会期の決定

（松田委員長）

本日の教育委員会会議はお手元の次第のとおりであります。

会議の終了は１５時５０分を予定しています。

よろしくお願いします。

議 事

（松田委員長）

はじめに、会議は原則として公開することとなっておりますが、会議

を公開しないことについてお諮りします。

「委員長の選任」及び協議の①、②については、人事に関する案件で

すので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第６項ただ

し書の規定により、これを公開しないことについて、委員の皆さんにお

諮りいたします。
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公開しないことに賛成の委員は挙手をお願いします。

（採 決）

それでは、「委員長の選任」及び協議の①、②については、非公開と

いたします。

本日の議事進行は、はじめに公開による議事を行い、次に非公開によ

る議事を行います。

【議 案】

第１号議案 平成２７年度大分県教育庁職員定期人事異動方針について

（松田委員長）

それでは、第１号議案「平成２７年度大分県教育庁職員定期人事異動

方針について」提案を求めます。

（野中教育長）

第１号議案「平成２７年度大分県教育庁職員定期人事異動方針につい

て」、ご説明いたします。

教育庁本庁、地方機関及び学校を除く教育機関の職員の平成２７年度

の定期人事異動にあたり、基本的な考え方を示し、昇任、異動及び退職

に関する方針を定めるものです。

これまで着実に実行してきた教育改革を推進するため、教育庁職員に

つきましても、勤務評定を積極的に活用した人事管理を行うこととし、

さらに本年１１月策定の「子どもの力と意欲の向上に向けた『芯の通っ

た学校組織』活用推進プラン」も踏まえ、適材適所の人事配置を一層進

めていくこととしております。

詳細につきましては、教育人事課長からご説明いたします。ご審議の

程、よろしくお願いいたします。

（藤本教育人事課長）

第１号議案「平成２７年度大分県教育庁職員定期人事異動方針につい

て」、ご説明いたします。

５ページの新旧対照表をご覧ください。昨年度の定期異動方針からの

変更点を中心に、ご説明いたします。

この異動方針は、「第１ 基本方針」「第２ 昇任等」「第３ 異動」「第

４ 退職」の４項目について方針を定めております。
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はじめに、「第１ 基本方針」についてです。教育庁職員人事に関し

ては、勤務評定による人事評価結果や本年度から課長補佐級以下の職員

に導入した目標管理、更には職員一人一人の能力、適性、意欲等を踏ま

え、教育改革を徹底して進めるため、適材適所の人員配置を行うととも

に、人事交流の推進により職員の意識改革を図っていくこととしており

ます。

特に、本年１１月策定の「子どもの力と意欲の向上に向けた『芯の通

った学校組織』活用推進プラン」を踏まえ、引き続き市町村教育委員会

や学校を支援する体制を整備するとともに、それを担う人材を育成・配

置していくこととしております。

次に「第２ 昇任等」についてです。人材の登用につきましては、人

事評価に基づき、適材適所の観点に立って行ってまいります。「１」に

ありますように、年功序列による順送り人事を厳に排し、能力、意欲、

実績をより重視した幅広い人材の登用を行ってまいります。

次に６ページの「第３ 異動」についてです。職員の勤務替につきま

しては、職員のキャリア形成や勤務評定等を参考に、適材適所の観点に

立って行ってまいります。

特に、先ほど「第１ 基本方針」で申し上げましたように、「『芯の通

った学校組織』活用推進プラン」を踏まえ、学校等との人事交流を積極

的に推進してまいります。

なお、学芸員や埋蔵職員など専門性の高い職種や中長期的な取組が求

められる業務に就く職種については、その特殊性を考慮して勤務替を行

うとともに、新採用職員の異動につきましては、人材育成の観点から教

育委員会事務局と学校の両方をできるだけ早い時期に経験するように配

置します。また、指導部門と学校との交流については、これまで以上に

活性化させ、人材育成を行ってまいります。

最後に「第４ 退職」についてです。退職につきましては、職員の年

齢別構成の適正化を通じた組織活力の維持等を図るため、退職希望者の

募集並びに退職勧奨を行います。詳細につきましては、知事部局の改正

に合わせ、別途通知することとしています。

「２」の再雇用制度につきましては、長年の勤務内容を考慮し、適材

適所の観点から、職員定数の範囲内で再任用又は非常勤職員として配置

することとしております。

参考として、１１月にご審議いただいた「平成２７年度大分県公立学

校教職員定期人事異動方針」を添付しております。

以上で説明を終わります。ご審議の程、よろしくお願いいたします。

（松田委員長）

ただ今、提案のありました議案について、審議を行います。質疑・意

見等のある方はお願いします。
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（林職務代理者）

「第３ 異動」の「４」にある勤務替にあたっての配慮について、教

職員についても、実情に配慮して適切に行ってください。

（藤本教育人事課長）

教職員の人事異動にあたっても、校長にヒアリングを実施するなどし

て、適切に行っています。

（松田委員長）

子どもたちを伸ばす手立てをとれるような人事をお願いします。

（松田委員長）

他に、ご意見等はございませんか。

（松田委員長）

それでは、ただ今、提案のありました第１号議案の承認について、お

諮りいたします。第１号議案について、承認される委員は挙手をお願い

します。

（採 決）

（松田委員長）

第１号議案については、提案どおり承認します。

第２号議案 技能労務職員の給与及び旅費に関する規則の一部改正について

（松田委員長）

それでは、第２号議案「技能労務職員の給与及び旅費に関する規則の

一部改正について」提案を求めます。

（野中教育長）

第２号議案「技能労務職員の給与及び旅費に関する規則の一部改正に

ついて」、ご説明いたします。

資料７ページをご覧ください。「１ 改正理由」にお示ししたとおり、

教育委員会が所管する技能労務職員の給料月額につきまして、職員の給

与に関する条例の一部改正による行政職給料表の改正に伴い、知事部局

の取扱いに準じて改正するものです。

内容につきましては、担当課長から説明しますので、ご審議の程よろ

しくお願いいたします。
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（藤本教育人事課長）

「技能労務職員の給与及び旅費に関する規則の一部改正について」、

ご説明いたします。

教育委員会が所管する技能労務職員に適用する給料表は、行政職給料

表を合成して作成していますが、人事委員会勧告に基づく職員の給与の

支給に関する条例の一部改正により、行政職給料表が改正されましたの

で、技能労務職給料表につきましても、これに準じて改正するものです。

改正内容でございますが、行政職給料表について、平均で０.２６％

引き上げることから、それに対応する技能労務職給料表の給料月額につ

いても、同様の引上げ改定を行うものです。この改正は行政職給料表の

改正と同様に平成２６年４月１日適用としています。

なお、本年第４回定例県議会において議決された、国家公務員の給与

制度の見直しに準じて俸給表水準を平均２％引き下げる給与改定及び退

職した職員の退職前の職責に応じて加算することとしている退職手当の

調整額の改定については、別途、知事部局と併せて今年度末に改正する

予定です。

以上でございます。ご審議の程、よろしくお願いいたします。

（松田委員長）

ただ今、提案のありました議案について、審議を行います。質疑・意

見等のある方はお願いします。

（松田委員長）

ご意見等はございませんか。

（松田委員長）

ないようですので、ただ今、提案のありました第２号議案の承認につ

いて、お諮りいたします。第２号議案について、承認される委員は挙手

をお願いします。

（採 決）

（松田委員長）

第２号議案については、提案どおり承認します。

第３号議案 学校職員の特殊勤務手当支給規則の一部改正について

（松田委員長）

それでは、第３号議案「学校職員の特殊勤務手当支給規則の一部改正
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について」提案を求めます。

（野中教育長）

第３号議案「学校職員の特殊勤務手当支給規則の一部改正について」、

ご説明いたします。

平成２６年第４回定例県議会において、国の予算措置や人事委員会の

報告等を踏まえ、教員の特殊勤務手当のうち、教員特殊業務手当の増額

を内容とする学校職員の特殊勤務手当支給条例の一部改正が行われたこ

とに伴い、所要の改正を行うものです。

内容につきましては、担当課長より説明しますので、ご審議の程、よ

ろしくお願いいたします。

（藤本教育人事課長）

「学校職員の特殊勤務手当支給規則の一部改正について」、ご説明い

たします。

資料３ページをご覧ください。教員特殊業務手当のうち、部活動手当

につきましては、学校職員の特殊勤務手当支給条例では、「３，４００

円の範囲内で教育委員会規則で定める額」と規定されていましたが、

改正により「４，０００円の範囲内」と増額されました。これに伴い、

規則において定めている支給額をそれぞれ増額するものです。

同手当は業務に従事した時間数の区分に応じ支給されていますが、具

体的には、２時間以上４時間未満１,２００円を１,４００円に、４時間

以上６時間未満２,４００円を３,０００円に、６時間以上３,４００円

を４,０００円に改定するものです。

施行期日は条例の一部改正と同じ平成２７年１月１日としています。

以上でございます。ご審議の程、よろしくお願いいたします。

（松田委員長）

ただ今、提案のありました議案について、審議を行います。質疑・意

見等のある方はお願いします。

（岩崎委員）

部活動手当は、「週休日等に行うものに従事した場合に支給する」と

ありますが、週休日等の「等」とは、具体的にどういう日になりますか。

（藤本教育人事課長）

祝日や年末・年始の休日です。

（松田委員長）

他に、ご意見等はございませんか。
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（松田委員長）

ないようですので、ただ今、提案のありました第３号議案の承認につ

いて、お諮りいたします。第３号議案について、承認される委員は挙手

をお願いします。

（採 決）

（松田委員長）

第３号議案については、提案どおり承認します。

【報 告】

①平和教育に関する現状把握の結果及び大分県平和教育指導方針について

（松田委員長）

それでは、報告第１号「平和教育に関する現状把握の結果及び大分県

平和教育指導方針について」報告をしてください。

（後藤義務教育課長）

「平和教育に関する現状把握の結果及び大分県平和教育指導方針につ

いて」、ご報告いたします。

資料１ページをお開きください。平成２６年１０月２１日に開催され

ました第１４回教育委員会会議において、ご報告いたしました「平和教

育に関する現状の把握及び指導について」、平成２６年１０月１７日付

で、市町村教育委員会に調査依頼をいたしました。

その際、市町村教育委員会に対しては、１ページ中ほどにありますと

おり、小・中学校の教育課程全般、特に、平和教育が法令及び学習指導

要領に則ったものとなっているか、児童生徒の発達に即したものとなっ

ているか、現状の把握並びに明らかになった問題点を解消する指導をお

願いしました。

具体的には、記以下

１ 学校で行われる平和教育の政治的中立の確保

２ 教育課程上の平和教育の扱いの明確化、学習指導要領に示す当該

教科等の目標、内容及び内容の取扱い等との合致

３ 児童生徒の過重な負担の回避

４ 大分県教職員組合の活動方針や同団体の活動方針に専ら用られて

いる用語を排した平和教育の全体計画及び年間計画の策定

５ 平和教育の全体計画及び年間計画の策定にあたる校長、教務主任
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等の責任の明確化

以上５点を観点に、３ページの別紙１に示す資料をもとにして点検し、

４ページ以下の別紙２の報告書をもって、８項目にわたり現状を平成２

６年１１月２１日までに報告するよう市町村教育委員会に求め、その後、

義務教育課において、報告書、資料を精査してまいりました。

この度、報告書、資料の精査が終わり、指導方針がまとまりましたの

で、その内容等をこれからご報告し、ご議論いただきたいと考えます。

７ページをお開きください。この教育委員会会議後、本日付で、各市

町村教育委員会教育長あて、「平和教育に関する現状把握の結果及び大

分県平和教育指導方針について」通知したいと考えています。通知文を

もとにご説明しますが、市町村教育委員会から提出いただいた報告書及

び資料については、後ほど詳しく申し上げますが、８、９ページのとお

り「平和教育に関する現状把握の結果について」として、観点別に整理

してとりまとめました。

併せて、本調査結果及び市町村教育委員会からの意見を踏まえ、１０

ページにあります「大分県平和教育指導方針」として、県教育委員会の

平和教育の指導方針を策定いたしました。

なお、本指導方針は、県内の小・中学校において実施される平和教育

が、日本国憲法、教育基本法、学校教育法及び学習指導要領に則り、

保護者をはじめ県民の理解と協力を得ながら適切に行われるよう、平

和教育に対する県教育委員会の基本的な考え方や配慮すべき事項等を

示したものです。

それでは、改めて、８、９ページをご覧ください。

８ページには調査に至った経緯と先に申し上げました留意すべき５

観点を示した後、９ページのとおり調査結果をとりまとめました。

まず、「（１）全体計画・年間計画、使用資料について」です。

市町村教育委員会から提出があった資料の中で、

・児童生徒の発達の段階に照らして適切でないと考えられるもの

・全体計画等に「四結節点」「平和カレンダー」等の大分県教職員組

合が専ら用いる用語が使用されているもの

・過去の計画等を吟味することなく流用しているもの

の３点で、改善が必要と考えられる使用資料や全体計画等がありまし

た。

「児童生徒の発達の段階に照らして適切でないと考えられるもの」と

しては、１１、１２ページにあります「小学校全校集会８月６日発表原

稿」がその資料です。

「全体計画等に『四結節点』が用いられているもの」としては、１３

ページの「平和・環境教育実施計画」が、「『平和カレンダー』等の用語

が用いられているもの」としては、１４ページの「８．６平和学習につ

いて」がそれぞれ、それにあたります。
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なお、１３、１４ページの資料は、過去の文言の流用の事例でもあり

ます。１３ページの資料の過去流用部分は、下から２行目の「１２・８

加害・抵抗」の部分です。

一方、工夫された平和教育の取組として、

・地域の方に戦争体験を語ってもらうなど地域の実情に基づき地域と

連携した取組

・保護者の参観のもとで地域に残る戦跡を題材にした創作劇を発表す

るなど、体験的な学習活動を行った取組

などの取組例があることが分かりました。

９ページにお戻りください。次に「（２）実施回数について」です。

・年間実施回数が４回以上の学校の割合は、小学校で７２％、中学校

で６６％

・教職員組合の活動の方針に記載されているいわゆる「四結節点」（５

月３日、８月６日、１２月８日、２月１１日）の全ての日に平和

教育を行っているのは、小学校で７０％、中学校で６５％

・この中で、実施率の最も高いのは、８月６日関連で小学校９８％、

中学校９９％。ほぼ全校です。

次に「（３）学校体制について」です。平和教育を行う学校体制につ

いては、１市町村から、「運営委員会を経ずに職員会議で平和教育の計

画が提案された学校があった」旨、望ましくなかった報告がありました。

最後に「（４）平和カレンダーについて」です。平和カレンダーにつ

きましては、全ての市町村教育委員会から、現在、平成１３年８月通知

に従い適切な対応が行われているとの報告がありました。

これらの調査結果を基にして、この度、１０ページの「大分県平和教

育指導方針」を策定いたしました。

構成は、「１．平和教育の理念」、「２．基本的な考え方」、「３．配慮

事項」の３点で構成いたしました。

「平和教育の理念」として、「平和教育は、日本国憲法の精神にのっ

とり、教育基本法、学校教育法に示される理念及び学習指導要領に即し

て実施する。実施に当たっては、児童生徒の発達の段階及び地域の特性

を踏まえた上で、平和で民主的な国家及び社会の形成者の育成を目的と

して、我が国と郷土に対する理解と愛情を深めるとともに、他国を尊重

し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこととする。」といた

しました。

次に、「基本的な考え方」として、７点示しております。

「学校の教育活動全体を通じた児童生徒の育成」として、各教科、道

徳等教育活動全体を通じた、学校の教育目標及び平和教育の目標を達成

すること

「学習指導要領の趣旨に即したねらいの明確化」として、学習指導要

領に示す各教科等の目標及び内容に合致したねらいや内容とすること
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「学校として作成した全体計画と年間指導計画に基づく計画的・組織

的な実施」として、特別に時間を設定して平和教育を行う場合は、児童

生徒の発達段階及び地域の特性を考慮して、平和教育の全体計画及び年

間指導計画を作成すること

また、十分な吟味を経ることなく全体計画等が決定されることがない

よう、学校組織として校長の責任のもと、教頭、主幹教諭及び教務主任

の役割を明確にして計画・実施すること

「政治的中立の確保」としては、政治的な内容を扱う場合は、教育基

本法第１４条の規定に基づき、適切に行うよう特に慎重に配慮して、教

育の中立性を確保すること

としました。以上４点につきましては、１０月１７日付の調査で示し

た観点にそったものです。

５点目以降、「これからの社会を生きる児童生徒に必要な資質・能力

の育成」として、国際理解や国際協調、持続可能な社会の形成など、新

しい時代に対応した平和教育を実施すること

「学習活動の工夫の推進」として、児童生徒の主体的・意欲的に学ぶ

態度、確かな知識・技能、思考力・判断力・表現力等を育成するため、

児童生徒の主体的・協働的な学習を重視し、例えば、地域の資料館や戦

跡を訪問する、地域の戦争体験者の話を聞き取る等、地域の特性を生か

した体験的な学習活動を取り入れるなどの工夫をすること

「開かれた平和教育」として、家庭や地域とともに進めるため、授業

を保護者等へ公開することとしました。

これら３点につきましては、この間に県議会等でいただいたご意見や

「大分県グローバル人材育成推進プラン」等を踏まえつつ、まとめたも

のです。

最後に、配慮事項については、

〇使用する資料について、出典及び記述内容の正確さ・公正さ、児童

生徒の発達の段階との合致などの観点で十分な精査を行うこと

○学習の展開が児童生徒の思考を誘導するものになって、一面的な感

想や考えになる恐れがないか、指導案等により事前に十分な吟味を

行うこと

○平和教育が授業時数を圧迫し、児童生徒の過重な負担とならない

ようにすること

○平和教育の全体計画及び年間計画が、大分県教職員組合の活動の

方針等に即したものであったり、記述に際して活動の方針等に専

ら用いる用語を用いたりすることは、保護者及び県民の不信を招

くことから不適切であること

以上の４点を示しております。この後、ご議論いただきまして、

市町村教育委員会に「平和教育に関する現状把握の結果について」及

び「大分県平和教育指導方針」について、通知いたします。



- 13 -

市町村教育委員会には、管内の小・中学校に周知の上、今後、本指導

指針に基づき、本年度内に計画されている平和教育も含め、来年度以降

に教育課程で計画・実施されます平和教育が適正に実施されるよう求め

てまいります。

以上でございます。

（松田委員長）

ただいまの説明について、何かご質問がありますか。

（岩崎委員）

ここで問題となっている「平和教育」とは、「特別に授業時間を設定

して行われている平和教育という授業」のことであると考えてよいです

か。

（後藤義務教育課長）

本県の多くでは、特別の時間で行われています。

（岩崎委員）

学習指導要領に平和教育という記載はあるのですか。

（後藤義務教育課長）

平和教育という言葉はありません。ただ、学習指導要領は、憲法や教

育基本法に則り、教育を行うことを求めています。

（岩崎委員）

憲法や教育基本法に則って、授業の中で平和について考えさせたり、

教えたりすることが大切であることは誰も否定はしないと思います。学

習指導要領には、平和教育という授業を行うことについての記載がなく、

平和教育という授業が本来の授業時間外の時間に行われているという理

解でよいでしょうか。

ところで、このような平和教育と言われる特別の時間を設けた授業は、

いつ、誰が始めたのでしょうか。

（後藤義務教育課長）

私が子どもの頃には、ありました。いつ、誰が始めたのか、詳しくは

分かりません。

（岩崎委員）

ずいぶん前から行われていたけれども、始まった経緯は分からないと

いうことですね。小・中学校での教育については、市町村教育委員会が



- 14 -

大きな方針を決めたり、指導をしていると思いますが、平和教育につい

ては、市町村教育委員会はどのように取り扱ってきたのですか。

（後藤義務教育課長）

小・中学校は、市町村教育委員会の責務ですので、１２月に教育課程

の編成を指導します。その中で、平和教育について文言を設定している

かは把握していませんが、ある町では、学習指導要領に則って行うよう

言ったり、地域のことを取り上げるように言っているところはあります。

（岩崎委員）

多くの市町村教育委員会は、それぞれの方針で指導してきているはず

だと理解してよいですか。具体的な学校での教育については、校長がそ

れぞれの学校の教育目標を立て、その方針に従って教育が行われている

ということですね。

（後藤義務教育課長）

学校教育法上、責任者としては、校長です。

（岩崎委員）

平和教育についても、校長が立てた教育目標に従って行われていると

言わざるを得ないと考えますが、そのような理解でよいですか。

（後藤義務教育課長）

基本的には、そうです。ある町では、職員会議の中で決めたこともあ

り、教員任せになっている場合もあるように聞いています。

（岩崎委員）

職員会議の中で決めているという場合は、芯の通った学校組織という

組織的運営上の問題も出てきますが、一部の例外以外は、校長が運営委

員会に諮って決めているのが実態ということでよいですね。

（林職務代理者）

１１ページの放射線に関する資料は、子どもが修学旅行で学んでまと

めたものと考えていいですか。

（後藤義務教育課長）

これは、小学校の全校集会に用いられた資料ですので、１年生から６

年生まで一緒に聞くことになります。小学校でも読み物資料はあります

が、放射線は中学校で勉強する内容です。この時期、１年生は幼稚園を

踏まえ、興味をもった内容を行いますから、内容としては難しいです。
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（林職務代理者）

この資料には、明らかな間違いが２つあります。きちんと責任をもっ

てチェックして欲しいと思います。

（岩崎委員）

大分県平和教育指導指針については、内容も文言もよいと思います。

今、保護者が一番不安に思っているのは、ＰＴＡから要望があったよ

うに、「親子で学ぶ韓国平和の旅」や「平和教育」で問題となった、県

内の義務教育において偏った教育が行われているおそれがあるのではな

いかということだと思います。誤解を招くような資料が配られますと、

「大分県の教育は大丈夫だろうか」と保護者等の不安を招くことになり

かねません。

今回の平和教育指導方針を市町村教育委員会と管理職に十分理解して

もらい、現場の教職員の方々に自覚と責任をもって誰からも納得しても

らえるような形で平和を教える体制を作れるように周知をしてくださ

い。理念が重要だと思いますので、そこに誤解が生じないよう、しっか

り周知を行ってほしいと思います。

（松田委員長）

不安の声が寄せられる中、県教育委員会が方針を出したことで、安心

していただけるようになると思います。

②世界農業遺産中学生サミットについて

（松田委員長）

次に、報告第２号「世界農業遺産中学生サミットについて」報告をし

てください。

（後藤義務教育課長）

「世界農業遺産中学生サミットについて」、ご報告いたします。

昨年５月に、国東半島宇佐地域が世界農業遺産に認定されて以来、次

代を担う子どもたちに地域のすばらしさを伝え、地域を愛する心を育て

て行くために、域内全２４中学校で特別授業を実施してまいりました。

その学習の成果を交流し、発信するために、平成２７年１月１７日

（土）に、くにさき総合文化センターで「国東半島宇佐地域世界農業遺

産中学生サミット」が開催されることとなりました。中学生サミットに

は、２４校から各校５・６名の代表者が参加し、行われます。

内容は、推進モデル校に指定された日出町立大神中学校、豊後高田市

立田染中学校、国東市立武蔵中学校、宇佐市立宇佐中学校、杵築市立山
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香中学校の５校によるステージ発表、モデル校以外の１９校によるポス

ターセッション、そして、各校代表がテーマに沿って意見を交流しあう

シンポジウムとなっております。

その後、資料２ページにあります中学生サミット宣言文を採択し、和

文と英文により世界農業遺産に認定された全地域をはじめ、世界に向け

発信する予定となっております。

また、シンポジウムのコーディネートを協議会会長である林職務代理

者に、全体講評をＡＰＵのカゼム助教に、お願いしているところです。

以上でございます。

（松田委員長）

ただいまの報告につきまして、質問・意見はございませんか。

（林職務代理者）

今日の午前中も、外部講師として国東の中学校に行き２，３時間続け

て授業をしてきましたが、子どもたちはとても真剣でした。こうした取

組が、ふるさとを真剣に考えるきっかけになっています。この子たちは、

新しいことをやってくれるのではと期待しています。

（松田委員長）

次世代が取り組むことが大切だと思います。

③科学の甲子園ジュニア全国大会成績について

（松田委員長）

次に、報告第３号「科学の甲子園ジュニア全国大会成績について」報

告をしてください。

（後藤義務教育課長）

今月５日から７日にかけて東京で開催されました、第２回科学の甲子

園ジュニア全国大会に参加した本県の成績について、ご報告します。

県大会を勝ち抜いた２年生男子３名、女子３名計６名で編制されまし

た県立大分豊府中学校チームが参加いたしました。

競技は、筆記のほか、私の理解で申し上げれば、実技①は濃度のわか

らない３種類のアミラーゼ酵素液について、ヨウ素でんぷん反応によっ

て濃度の順位を求める競技、実技②として、ヘリウムガスによる飛行船

を作り、２つのプロペラを駆動させ、決められたコースを正確に短時間

に飛行する競技で競われました。

成績は全国１３位でした。特に、３名以上の女子で構成されたチーム

で最高位に与えられる女子生徒応援賞「帝人賞」という特別賞に輝いて
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おりまして、健闘いたしました。

以上でございます。

（松田委員長）

ただいまの報告について、質疑・意見等はございませんか。

（林職務代理者）

大分市以外の中学校にも、参加するチャンスはありましたか。

（後藤義務教育課長）

去年、今年と大分市内の中学校が県大会に参加しています。すべての

中学校に案内はしていますので、裾野を広げていきたいと思います。

④第１回インターナショナルロボット相撲トーナメントの結果等について

（松田委員長）

次に、報告第４号「第１回インターナショナルロボット相撲トーナメ

ントの結果等について」報告をしてください。

（髙畑高校教育課長）

「第１回インターナショナルロボット相撲トーナメントの結果等につ

いて」、ご報告いたします。

資料２ページの新聞記事にありますように、去る１２月１４日に両国

国技館にて、ロボット相撲の世界大会が開催され、日本代表として出場

した大分工業高校が、４ヵ国１１チームが参加する中で優勝いたしまし

た。それに先だって、同日行われた全日本ロボット相撲大会で同チーム

が優勝したことで、日本代表としてインターナショナルロボット相撲ト

ーナメントに出場したというものです。過去に高校生ロボット相撲全国

大会において、国東高校が優勝した経験はありますが、今回の全日本ロ

ボット相撲大会では大分県初の優勝となります。

次に、１１月に実施されました高校生ものづくりコンテスト全国大会

についてですが、全国９ブロックで勝ち上がった工業高校の生徒が技術

・技能を競い合う大会で、鶴崎工業高校の生徒が電子回路組立部門にお

いて大分県初の優勝をいたしました。

また、１１月に実施されました全国高校生みんなＤＥ笑顔プロジェク

トにつきましては、全国の農業高校から１５７チームが参加して、「農」

をテーマに地域活性化のアイディアを競い合う大会で、玖珠農業高校の

生徒が「バークマット培地の開発」の発表で見事優勝いたしました。こ

の開発は、非常に有用性・実用性が高いと評価されております。

以上でございます。
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（松田委員長）

ただいまの報告について、質疑・意見等はございませんか。

（松田委員長）

全国大会優勝の活躍は、とてもすばらしいことだと思います。各学校

の今後の活躍を期待します。

（松田委員長）

それでは、先に非公開と決定しました議事を行いますが、その前に、

公開でその他、何かございませんか。

ないようですので、先に非公開と決定しました案件の議事を行います。

関係課室長のみ在室とし、その他の課室長及び傍聴人は退出してくださ

い。

（関係課以外及び傍聴人退出）

【協 議】

①社会教育主事選考の実施について

（松田委員長）

それでは、協議の①「社会教育主事選考の実施について」協議を行い

ます。

（説 明）

（松田委員長）

何かご質問・ご意見等はございませんか。

（質疑・意見等）

（松田委員長）

では、協議の結果を踏まえて進めてください。

②大分県先哲叢書編さん審議会委員の委嘱等について
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（松田委員長）

それでは、協議の②「大分県先哲叢書編さん審議会委員の委嘱等につ

いて」協議を行います。

（説 明）

（松田委員長）

何かご質問・ご意見等はございませんか。

（質疑・意見等）

（松田委員長）

協議の結果を踏まえ、次回の教育委員会議での議案の提出をお願いし

ます。

委員長の選任

（松田委員長）

議案の審議が終わりましたので、次に「委員長の選任」を行います。

課室長等は退出してください。

（教育委員のみ）

委員長任期は平成２６年１２月２６日までとなっておりますので、本

日の委員会において委員長の選任を行う必要があります。

はじめに、記録及び会議録の取扱いについて、お諮りします。

大分県教育委員会会議規則第１５条第２項の規定では、「会議録中、

議事に関する部分は、要領筆記によって記録するものとする。ただし、

委員長は、委員の同意を得て、記録する必要のない事項については、こ

れを除くことができる」となっております。

本件は人事に関することですので、これを記録することは適当でない

と考えます。従って、同条同項のただし書き規定を適用して、記録する

必要のない事項としたいので、委員の同意を求めます。

賛成の委員は、挙手をお願いします。

（採 決）

（松田委員長）

委員の同意を得ましたので、そのように取扱います。
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＜会議規則第１５条第２項ただし書きの規定により記録せず＞

（松田委員長再任、首藤委員を委員長職務代理者に選任）

（松田委員長）

最後にこの際、何かありましたら、お願いします。

ないようですので、これで平成２６年度第１８回教育委員会会議を閉

会します。

お疲れ様でした。



平成26年度第18回大分県教育委員会会議次第

日時 平成２６年１２月１９日（金）

１４：００～１５：５０

場所 教育委員室

１ 開 会

２ 署名委員の指名

３ 議 題

（１）議 案

第１号議案 平成２７年度大分県教育庁職員定期人事異動方針について

第２号議案 技能労務職員の給与及び旅費に関する規則の一部改正について

第３号議案 学校職員の特殊勤務手当支給規則の一部改正について

委員長の選任について

（２）報 告

①平和教育に関する現状把握の結果及び大分県平和教育指導方針について

②世界農業遺産中学生サミットについて

③科学の甲子園ジュニア全国大会成績について

④第１回インターナショナルロボット相撲トーナメントの結果等について

（３）協 議

①社会教育主事選考の実施について

②大分県先哲叢書編さん審議会委員の委嘱等について

（４）その他

４ 閉 会
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一
号
議
案
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成
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年
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庁
職
員
定
期
人
事
異
動
方
針
に
つ
い
て

平
成
二
十
七
年
度
の
大
分
県
教
育
庁
職
員
の
定
期
人
事
異
動
に
つ
い
て
、
別
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の
と
お
り
方
針
を
定
め
る
。

平
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十
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十
二
月
十
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日
提
出

大
分
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教
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委
員
会
教
育
長

野

中

信

孝

提
案
理
由

平
成
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育
庁
職
員
の
定
期
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事
異
動
に
つ
い
て
、
方
針
を
定
め
た
い
の
で
提
案

す
る
。

［第１号議案］

-1-



平成２７年度大分県教育庁職員定期人事異動方針（案）

第１ 基本方針

県教育委員会では、平成２０年の不祥事を受けて、県民の信頼回復に向けて各種試験制

度の抜本的な見直しを始めとする様々な教育行政の改善策を着実に実施してきた。

今後は現状に止まることなく、教育を不断に改善し、子どもの力と意欲を一層伸ばせる

よう、市町村教育委員会や学校との綿密な連携のもと、取組の推進を図っていくことが求

められている。

教育庁職員においては、教育本来の目的である、「子どもたちが夢に挑戦し、自己実現

を図るための基礎となる力を身につけさせる」ため、常日頃から改革・改善の視点を持ち、

情熱をもって教育行政に取り組み、教育の場で実をあげていくことが求められる。

このため、教育行政の根幹ともいうべき教育庁職員人事については、「人づくりを担う

人材の育成」という使命を踏まえ、勤務評定による人事評価結果や教育庁等職員目標管理

の積極的な活用による適正かつ体系的な人事管理の確立に向けて、次の事項を基本に行う

こととする。

１ 教育庁職員人事に関しては、勤務評定による人事評価結果や職員一人ひとりの能力、

適性、意欲等を踏まえ、全県的な教育水準の向上と組織の活性化を図り、さらに教育

改革を徹底して進めるため、適材適所の人員配置を行うとともに、人事交流の推進に

より職員の意識改革を図る。

特に、平成２６年１１月策定の「子どもの力と意欲の向上に向けた『芯の通った学

校組織』」活用推進プラン」を踏まえ、市町村教育委員会や学校を支援する体制を整

備するとともに、それを担う人材を育成・配置していく。

２ 人事作業の各段階において、公正かつ適正な人事事務を執行する。

３ 人事に関して、職務上知り得た情報の管理を徹底するとともに、職員団体や教育関

係団体等外部からの不当な要請・依頼等については、その趣旨を問わず、これらを一

切受けない。

なお、一定の公職にある者等から、職務の公平・公正な執行を損なうおそれのある

要望等を受けた場合は、「一定の公職にある者等からの職務に関する働きかけについ

ての取扱要綱」により厳正に対処する。

上記基本方針のもと、平成２７年度の定期異動については、次の方針により行うも

のとする。

第２ 昇 任 等

人材の登用については、原則として、次のような考え方に基づき、行政ニーズやポスト

数の変化に応じて、適材適所の観点に立って行うこととする。

１ 複雑・多様化する県民ニーズに迅速かつ適確に対応するためには、これまで以上に

職員一人ひとりに高い能力が求められることから、年功序列による順送り人事を厳に

排し、本庁・地方機関・教育機関を問わずあらゆる分野において、能力、意欲、実績

をより重視した幅広い人材の登用を行うこととする。

２ 管理監督者の登用にあたっては、能力、実績主義の徹底はもとより、意欲を持って

真摯に努力している職員を評価するとともに、特に、部下職員の育成、能力開発が管

理監督者の責務であることから、組織マネジメント能力や部下職員の育成能力もより

重視し、風通しのよい職場づくりが実践できる人材の登用を本庁・地方機関・教育機

関を問わず、また、若年層に偏ることなく幅広い層から登用し、適切な配置に努める

［第１号議案］
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こととする。

３ 昇任者数については、定年退職及び勧奨・希望退職の状況、組織の見直しに伴うポ

ストの削減、職級別構成人員の適正な管理など行財政改革の動向を踏まえつつ、必要

に応じた適正な数とする。

４ 政策立案等に参画できる企画・事業部門や予算・人事管理部門への女性職員の積極

的な配置をはじめ、男女を問わず、頑張っている職員にチャンスが平等に与えられる

適材適所の人事配置など、男女共同参画の推進を積極的に展開することとする。

５ 昇任推薦基準については、原則として、人事委員会の任用基準によることとする。

６ 主幹から課長補佐、主査から副主幹への昇格については、原則として、次の在級年

数を満たす職員の中から、勤務評定等を参考に、能力・意欲・実績をより重視した人

材の登用を行うこととする。

・課長補佐 課長補佐級在級５年以上

・副 主 幹 係長級在級５年以上

第３ 異 動

職員の勤務替については、原則として、概ね次のような考え方に基づき、職員の希望や

キャリア形成、勤務評定等を参考に、適材適所主義の観点に立って行うとともに、異動の

規模は、県民サ－ビスの低下や教育行政の沈滞を招かないよう十分留意し、組織の実態に

即した合理的な範囲とする。

１ 異動の対象者は、原則として同一所属勤務年数が３年以上の者とする。（新採用職

員は除く。）

２ 高度な専門性や中長期的な継続性が求められる職種、あるいは、現場主義の観点か

ら地域の実態に即した比較的長期の取組み等が求められる業務に就く職種については、

それぞれの特殊性等を考慮した勤務替を行う。

３ 新採用職員については、人材育成の観点から、できるだけ早い時期に教育委員会と

学校の両方の業務を経験させるため、原則として、次のいずれかのローテーションに

より勤務替えを行うこととする。

○本庁・地方機関・教育機関（２年）→学校（学校支援センターを含む。）

○学校（学校支援センターを含む。）（２年）→本庁・地方機関・教育機関

○現場において専門性を深める必要がある専門職員

地方機関・教育機関（３～４年）→本庁

４ 次に掲げる職員についてはその状況を十分配慮し、実状に応じて勤務替を行うこと

とする。

(１) 遠距離通勤職員及び単身赴任職員

(２) 健康上、家庭上等の事情から勤務地等について特に配慮を要する職員

(３) 組織・定数の改正や他職員の異動に関連して勤務替の必要となった職員

５ 県立学校事務職員の採用試験が、平成２０年度実施から試験区分を「行政」に統一

したことを踏まえ、知事部局や県立学校等との人事交流を推進する。

また、学校支援センターの更なる機能充実のため、小中学校及び学校支援センター

との人事交流も推進する。

６ 公益法人等への派遣にあたっては、「公益的法人等への一般職の地方公務員の派遣

等に関する法律」による職員の同意が前提となることを踏まえ、担当業務、勤務条件

等については、絶えず改善を重ね、不測の不利益が生ずることのないよう環境整備に

配慮することとする。

［第１号議案］
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７ 指導部門と学校との人事交流については、人事の活性化により、職員の人材育成や

「芯の通った学校組織」の活用推進の観点から、より一層推進する。なお、学校現場

の指導教諭に指導主事等からも任用する。

８ 学校現場は組織的な課題解決力が今まで以上に求められていることから、より組織

的な運営が行えるよう学校マネジメントの指導・支援を行う管理主事を本庁及び教育

事務所に配置する。

９ 定期人事異動の実施時期については、別途通知することとする。

第４ 退 職

１ 職員の年齢別構成の適正化を通じた組織活力の維持等を図るため、退職希望者の募

集を行うとともに、行政職次長級相当以上の職員については、退職勧奨を行う。（詳

細は別途通知）

２ 再雇用希望者については、長年の勤務内容を考慮し、適材適所の観点から、職員定

数の範囲内で再任用又は非常勤職員として配置する。

［第１号議案］
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と

能
力

、
適

性
、

意
欲

等
を

踏
ま

え
、

全
県

的
な

教
育

水
準

の
向

上
と

組
織

の
活

性
化

を
図

り
の

能
力

、
適

性
、

意
欲

等
を

踏
ま

え
、

全
県

的
な

教
育

水
準

の
向

上
と

組
織

の
活

性
化

り
、

さ
ら

に
教

育
改

革
を

徹
底

し
て

進
め

る
た

め
、

適
材

適
所

の
人

員
配

置
を

行
う

と
と

を
図

り
、

さ
ら

に
教

育
改

革
を

徹
底

し
て

進
め

る
た

め
、

適
材

適
所

の
人

員
配

置
を

行
う

も
に

、
人

事
交

流
の

推
進

に
よ

り
職

員
の

意
識

改
革

を
図

る
。

と
と

も
に

、
人

事
交

流
の

推
進

に
よ

り
職

員
の

意
識

改
革

を
図

る
。

特
に

、
平

成
２

４
年

１
１

月
策

定
の

「
目

標
達

成
に

向
け

て
組

織
的

に
取

り
組

む
『

芯
特

に
、

平
成

２
６

年
１

１
月

策
定

の
「

子
ど

も
の

力
と

意
欲

の
向

上
に

向
け

た
『

芯

の
通

っ
た

学
校

組
織

』
」

推
進

プ
ラ

ン
を

踏
ま

え
、

市
町

村
教

育
委

員
会

や
学

校
を

支
援

の
通

っ
た

学
校

組
織

』
」

活
用

推
進

プ
ラ

ン
」

を
踏

ま
え

、
市

町
村

教
育

委
員

会
や

学
校

す
る

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

そ
れ

を
担

う
人

材
を

育
成

・
配

置
し

て
い

く
。

を
支

援
す

る
体

制
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
そ

れ
を

担
う

人
材

を
育

成
・

配
置

し
て

い
く

。

２
人

事
作

業
の

各
段

階
に

お
い

て
、

公
正

か
つ

適
正

な
人

事
事

務
を

執
行

す
る

。
２

人
事

作
業

の
各

段
階

に
お

い
て

、
公

正
か

つ
適

正
な

人
事

事
務

を
執

行
す

る
。

３
人

事
に

関
し

て
、

職
務

上
知

り
得

た
情

報
の

管
理

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

職
員

団
体

３
人

事
に

関
し

て
、

職
務

上
知

り
得

た
情

報
の

管
理

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

職
員

団
体

や
教

育
関

係
団

体
等

外
部

か
ら

の
不

当
な

要
請

・
依

頼
等

に
つ

い
て

は
、

そ
の

趣
旨

を
問

や
教

育
関

係
団

体
等

外
部

か
ら

の
不

当
な

要
請

・
依

頼
等

に
つ

い
て

は
、

そ
の

趣
旨

を
問

わ
ず

、
こ

れ
ら

を
一

切
受

け
な

い
。

わ
ず

、
こ

れ
ら

を
一

切
受

け
な

い
。

な
お

、
一

定
の

公
職

に
あ

る
者

等
か

ら
、

職
務

の
公

平
・

公
正

な
執

行
を

損
な

う
お

そ
な

お
、

一
定

の
公

職
に

あ
る

者
等

か
ら

、
職

務
の

公
平

・
公

正
な

執
行

を
損

な
う

お
そ

れ
の

あ
る

要
望

等
を

受
け

た
場

合
は

、
「

一
定

の
公

職
に

あ
る

者
等

か
ら

の
職

務
に

関
す

れ
の

あ
る

要
望

等
を

受
け

た
場

合
は

、
「

一
定

の
公

職
に

あ
る

者
等

か
ら

の
職

務
に

関
す

る
働

き
か

け
に

つ
い

て
の

取
扱

要
綱

」
に

よ
り

厳
正

に
対

処
す

る
。

る
働

き
か

け
に

つ
い

て
の

取
扱

要
綱

」
に

よ
り

厳
正

に
対

処
す

る
。

上
記

基
本

方
針

の
も

と
、

平
成

２
６

年
度

の
定

期
異

動
に

つ
い

て
は

、
次

の
方

針
に

よ
上

記
基

本
方

針
の

も
と

、
平

成
２

７
年

度
の

定
期

異
動

に
つ

い
て

は
、

次
の

方
針

に
よ

り
行

う
も

の
と

す
る

。
り

行
う

も
の

と
す

る
。

第
２

昇
任

等
第

２
昇

任
等

人
材

の
登

用
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
次

の
よ

う
な

考
え

方
に

基
づ

き
、

行
政

ニ
ー

人
材

の
登

用
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
次

の
よ

う
な

考
え

方
に

基
づ

き
、

行
政

ニ
ー

ズ
や

ポ
ス

ト
数

の
変

化
に

応
じ

て
、

適
材

適
所

の
観

点
に

立
っ

て
行

う
こ

と
と

す
る

。
ズ

や
ポ

ス
ト

数
の

変
化

に
応

じ
て

、
適

材
適

所
の

観
点

に
立

っ
て

行
う

こ
と

と
す

る
。

１
複

雑
・

多
様

化
す

る
県

民
ニ

ー
ズ

に
迅

速
か

つ
適

確
に

対
応

す
る

た
め

に
は

、
こ

れ
ま

１
複

雑
・

多
様

化
す

る
県

民
ニ

ー
ズ

に
迅

速
か

つ
適

確
に

対
応

す
る

た
め

に
は

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

職
員

一
人

ひ
と

り
に

高
い

能
力

が
求

め
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
年

功
序

列
に

よ
る

で
以

上
に

職
員

一
人

ひ
と

り
に

高
い

能
力

が
求

め
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
年

功
序

列
に

よ
る

順
送

り
人

事
を

厳
に

排
し

、
本

庁
・

地
方

機
関

・
教

育
機

関
を

問
わ

ず
あ

ら
ゆ

る
分

野
に

順
送

り
人

事
を

厳
に

排
し

、
本

庁
・

地
方

機
関

・
教

育
機

関
を

問
わ

ず
あ

ら
ゆ

る
分

野
に

お
い

て
、

能
力

、
意

欲
、

実
績

を
よ

り
重

視
し

た
幅

広
い

人
材

の
登

用
を

行
う

こ
と

と
す

お
い

て
、

能
力

、
意

欲
、

実
績

を
よ

り
重

視
し

た
幅

広
い

人
材

の
登

用
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

る
。

２
管

理
監

督
者

の
登

用
に

あ
た

っ
て

は
、

能
力

、
実

績
主

義
の

徹
底

は
も

と
よ

り
、

意
欲

２
管

理
監

督
者

の
登

用
に

あ
た

っ
て

は
、

能
力

、
実

績
主

義
の

徹
底

は
も

と
よ

り
、

意
欲

を
持

っ
て

真
摯

に
努

力
し

て
い

る
職

員
を

評
価

す
る

と
と

も
に

、
特

に
、

部
下

職
員

の
育

を
持

っ
て

真
摯

に
努

力
し

て
い

る
職

員
を

評
価

す
る

と
と

も
に

、
特

に
、

部
下

職
員

の
育

成
、

能
力

開
発

が
管

理
監

督
者

の
責

務
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
組

織
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
や

成
、

能
力

開
発

が
管

理
監

督
者

の
責

務
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
組

織
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
や

部
下

職
員

の
育

成
能

力
も

よ
り

重
視

し
、

風
通

し
の

よ
い

職
場

づ
く

り
が

実
践

で
き

る
人

部
下

職
員

の
育

成
能

力
も

よ
り

重
視

し
、

風
通

し
の

よ
い

職
場

づ
く

り
が

実
践

で
き

る
人

材
の

登
用

を
本

庁
・

地
方

機
関

・
教

育
機

関
を

問
わ

ず
、

ま
た

、
若

年
層

に
偏

る
こ

と
な

材
の

登
用

を
本

庁
・

地
方

機
関

・
教

育
機

関
を

問
わ

ず
、

ま
た

、
若

年
層

に
偏

る
こ

と
な

く
幅

広
い

層
か

ら
登

用
し

、
適

切
な

配
置

に
努

め
る

こ
と

と
す

る
。

く
幅

広
い

層
か

ら
登

用
し

、
適

切
な

配
置

に
努

め
る

こ
と

と
す

る
。

３
昇

任
者

数
に

つ
い

て
は

、
定

年
退

職
及

び
勧

奨
・

希
望

退
職

の
状

況
、

組
織

の
見

直
し

３
昇

任
者

数
に

つ
い

て
は

、
定

年
退

職
及

び
勧

奨
・

希
望

退
職

の
状

況
、

組
織

の
見

直
し

に
伴

う
ポ

ス
ト

の
削

減
、

職
級

別
構

成
人

員
の

適
正

な
管

理
な

ど
行

財
政

改
革

の
動

向
を

に
伴

う
ポ

ス
ト

の
削

減
、

職
級

別
構

成
人

員
の

適
正

な
管

理
な

ど
行

財
政

改
革

の
動

向
を

踏
ま

え
つ

つ
、

必
要

に
応

じ
た

適
正

な
数

と
す

る
。

踏
ま

え
つ

つ
、

必
要

に
応

じ
た

適
正

な
数

と
す

る
。

４
政

策
立

案
等

に
参

画
で

き
る

企
画

・
事

業
部

門
や

予
算

・
人

事
管

理
部

門
へ

の
女

性
職

４
政

策
立

案
等

に
参

画
で

き
る

企
画

・
事

業
部

門
や

予
算

・
人

事
管

理
部

門
へ

の
女

性
職

員
の

積
極

的
な

配
置

を
は

じ
め

、
男

女
を

問
わ

ず
、

頑
張

っ
て

い
る

職
員

に
チ

ャ
ン

ス
が

員
の

積
極

的
な

配
置

を
は

じ
め

、
男

女
を

問
わ

ず
、

頑
張

っ
て

い
る

職
員

に
チ

ャ
ン

ス
が

平
等

に
与

え
ら

れ
る

適
材

適
所

の
人

事
配

置
な

ど
、

男
女

共
同

参
画

の
推

進
を

積
極

的
に

平
等

に
与

え
ら

れ
る

適
材

適
所

の
人

事
配

置
な

ど
、

男
女

共
同

参
画

の
推

進
を

積
極

的
に

展
開

す
る

こ
と

と
す

る
。

展
開

す
る

こ
と

と
す

る
。

５
昇

任
推

薦
基

準
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
人

事
委

員
会

の
任

用
基

準
に

よ
る

こ
と

５
昇

任
推

薦
基

準
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
人

事
委

員
会

の
任

用
基

準
に

よ
る

こ
と

と
す

る
。

と
す

る
。

６
主

幹
か

ら
課

長
補

佐
、

主
査

か
ら

副
主

幹
へ

の
昇

格
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
次

６
主

幹
か

ら
課

長
補

佐
、

主
査

か
ら

副
主

幹
へ

の
昇

格
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
次

の
在

級
年

数
を

満
た

す
職

員
の

中
か

ら
、

勤
務

評
定

等
を

参
考

に
、

能
力

・
意

欲
・

実
績

の
在

級
年

数
を

満
た

す
職

員
の

中
か

ら
、

勤
務

評
定

等
を

参
考

に
、

能
力

・
意

欲
・

実
績

を
よ

り
重

視
し

た
人

材
の

登
用

を
行

う
こ

と
と

す
る

。
を

よ
り

重
視

し
た

人
材

の
登

用
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

・
課

長
補

佐
課

長
補

佐
級

在
級

５
年

以
上

・
課

長
補

佐
課

長
補

佐
級

在
級

５
年

以
上

・
副

主
幹

係
長

級
在

級
５

年
以

上
・

副
主

幹
係

長
級

在
級

５
年

以
上
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第
３

異
動

第
３

異
動

職
員

の
勤

務
替

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、

概
ね

次
の

よ
う

な
考

え
方

に
基

づ
き

、
職

職
員

の
勤

務
替

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、

概
ね

次
の

よ
う

な
考

え
方

に
基

づ
き

、
職

員
の

希
望

や
勤

務
評

定
等

を
参

考
に

、
適

材
適

所
主

義
の

観
点

に
立

っ
て

行
う

と
と

も
に

、
員

の
希

望
や

キ
ャ

リ
ア

形
成

、
勤

務
評

定
等

を
参

考
に

適
材

適
所

主
義

の
観

点
に

立
っ

て
行

異
動

の
規

模
は

、
県

民
サ

－
ビ

ス
の

低
下

や
教

育
行

政
の

沈
滞

を
招

か
な

い
よ

う
十

分
留

意
う

と
と

も
に

、
異

動
の

規
模

は
、

県
民

サ
－

ビ
ス

の
低

下
や

教
育

行
政

の
沈

滞
を

招
か

な
い

し
、

組
織

の
実

態
に

即
し

た
合

理
的

な
範

囲
と

す
る

。
よ

う
十

分
留

意
し

、
組

織
の

実
態

に
即

し
た

合
理

的
な

範
囲

と
す

る
。

１
異

動
の

対
象

者
は

、
原

則
と

し
て

同
一

所
属

勤
務

年
数

が
３

年
以

上
の

者
と

す
る

。
（

新
１

異
動

の
対

象
者

は
、

原
則

と
し

て
同

一
所

属
勤

務
年

数
が

３
年

以
上

の
者

と
す

る
。
（

新

採
用

職
員

は
除

く
。
）

採
用

職
員

は
除

く
。
）

２
高

度
な

専
門

性
や

中
長

期
的

な
継

続
性

が
求

め
ら

れ
る

業
務

、
あ

る
い

は
、

現
場

主
義

２
高

度
な

専
門

性
や

中
長

期
的

な
継

続
性

が
求

め
ら

れ
る

職
種

、
あ

る
い

は
、

現
場

主
義

の
観

点
か

ら
地

域
の

実
態

に
即

し
た

比
較

的
長

期
の

取
組

み
等

が
求

め
ら

れ
る

業
務

に
つ

の
観

点
か

ら
地

域
の

実
態

に
即

し
た

比
較

的
長

期
の

取
組

み
等

が
求

め
ら

れ
る

業
務

に
就

い
て

は
、

県
民

の
声

や
現

場
の

声
も

十
分

踏
ま

え
、

通
常

の
異

動
ス

パ
ン

よ
り

長
い

ス
パ

く
職

種
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

特
殊

性
等

を
考

慮
し

た
勤

務
替

を
行

う
。

ン
で

の
勤

務
替

な
ど

、
そ

れ
ぞ

れ
の

業
務

の
特

殊
性

等
を

考
慮

し
た

、
よ

り
実

態
に

即
し

た
も

の
と

す
る

。

３
新

採
用

職
員

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、

次
の

い
ず

れ
か

の
人

事
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

３
新

採
用

職
員

に
つ

い
て

は
、

人
材

育
成

の
観

点
か

ら
、

で
き

る
だ

け
早

い
時

期
に

教
育

に
よ

り
勤

務
替

を
行

う
こ

と
と

す
る

。
委

員
会

と
学

校
の

両
方

の
業

務
を

経
験

さ
せ

る
た

め
、

原
則

と
し

て
、

次
の

い
ず

れ
か

の

○
本

庁
（

２
年

）
→

本
庁

以
外

（
２

年
）

→
学

校
（

２
年

）
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

り
勤

務
替

を
行

う
こ

と
と

す
る

。

○
本

庁
以

外
（

２
年

）
→

本
庁

（
２

年
）

→
学

校
（

２
年

）
○

本
庁

・
地

方
機

関
・

教
育

機
関

（
２

年
）

→
学

校
（

学
校

支
援

セ
ン

タ
ー

を
含

む
。
）

○
学

校
（

２
年

）
→

本
庁

（
２

年
）

→
本

庁
以

外
（

２
年

）
○

学
校

（
学

校
支

援
セ

ン
タ

ー
を

含
む

。
）
（

２
年

）
→

本
庁

・
地

方
機

関
・

教
育

機
関

○
現

場
に

お
い

て
専

門
性

を
深

め
る

必
要

が
あ

る
専

門
職

員
○

現
場

に
お

い
て

専
門

性
を

深
め

る
必

要
が

あ
る

専
門

職
員

地
方

機
関

(
３

～
４

年
)
→

本
庁

地
方

機
関

・
教

育
機

関
（

３
～

４
年

）
→

本
庁

４
次

に
掲

げ
る

職
員

に
つ

い
て

は
そ

の
状

況
を

十
分

配
慮

し
、

実
状

に
応

じ
て

勤
務

替
を

４
次

に
掲

げ
る

職
員

に
つ

い
て

は
そ

の
状

況
を

十
分

配
慮

し
、

実
状

に
応

じ
て

勤
務

替
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

行
う

こ
と

と
す

る
。

(
１

)
遠

距
離

通
勤

職
員

及
び

単
身

赴
任

職
員

(
１

)
遠

距
離

通
勤

職
員

及
び

単
身

赴
任

職
員

(
２

)
健

康
上

、
家

庭
上

等
の

事
情

か
ら

勤
務

地
等

に
つ

い
て

特
に

配
慮

を
要

す
る

職
(
２

)
健

康
上

、
家

庭
上

等
の

事
情

か
ら

勤
務

地
等

に
つ

い
て

特
に

配
慮

を
要

す
る

職

員
員

(
３

)
組

織
・

定
数

の
改

正
や

他
職

員
の

異
動

に
関

連
し

て
勤

務
替

の
必

要
と

な
っ

た
(
３

)
組

織
・

定
数

の
改

正
や

他
職

員
の

異
動

に
関

連
し

て
勤

務
替

の
必

要
と

な
っ

た

職
員

職
員

５
県

立
学

校
事

務
職

員
の

採
用

試
験

が
、
平

成
２

０
年

度
実

施
か

ら
試

験
区

分
を
「

行
政

」
５

県
立

学
校

事
務

職
員

の
採

用
試

験
が

、
平

成
２

０
年

度
実

施
か

ら
試

験
区

分
を
「

行
政

」

に
統

一
し

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

知
事

部
局

や
県

立
学

校
等

と
の

人
事

交
流

を
推

進
す

る
。

に
統

一
し

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

知
事

部
局

や
県

立
学

校
等

と
の

人
事

交
流

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
学

校
支

援
セ

ン
タ

ー
の

円
滑

な
立

ち
上

げ
と

運
営

が
行

わ
れ

た
こ

と
か

ら
、

小
ま

た
、

学
校

支
援

セ
ン

タ
ー

の
更

な
る

機
能

充
実

の
た

め
、

小
中

学
校

及
び

学
校

支
援

中
学

校
及

び
学

校
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
人

事
交

流
も

推
進

す
る

。
セ

ン
タ

ー
と

の
人

事
交

流
も

推
進

す
る

。

６
公

益
法

人
等

へ
の

派
遣

に
あ

た
っ

て
は

、
「

公
益

的
法

人
等

へ
の

一
般

職
の

地
方

公
務

６
公

益
法

人
等

へ
の

派
遣

に
あ

た
っ

て
は

、
「

公
益

的
法

人
等

へ
の

一
般

職
の

地
方

公
務

員
の

派
遣

等
に

関
す

る
法

律
」

に
よ

る
職

員
の

同
意

が
前

提
と

な
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
担

員
の

派
遣

等
に

関
す

る
法

律
」

に
よ

る
職

員
の

同
意

が
前

提
と

な
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
担

当
業

務
、

勤
務

条
件

等
に

つ
い

て
は

、
絶

え
ず

改
善

を
重

ね
、

不
測

の
不

利
益

が
生

ず
る

当
業

務
、

勤
務

条
件

等
に

つ
い

て
は

、
絶

え
ず

改
善

を
重

ね
、

不
測

の
不

利
益

が
生

ず
る

こ
と

の
な

い
よ

う
環

境
整

備
に

配
慮

す
る

こ
と

と
す

る
。

こ
と

の
な

い
よ

う
環

境
整

備
に

配
慮

す
る

こ
と

と
す

る
。

７
指

導
部

門
と

学
校

と
の

人
事

交
流

を
一

層
推

進
す

る
。

な
お

、
学

校
現

場
の

指
導

教
諭

７
指

導
部

門
と

学
校

と
の

人
事

交
流

に
つ

い
て

は
、

人
事

の
活

性
化

に
よ

り
、

職
員

の
人

に
指

導
主

事
等

か
ら

も
任

用
す

る
。

材
育

成
や
「

芯
の

通
っ

た
学

校
組

織
」
の

活
用

推
進

の
観

点
か

ら
、
よ

り
一

層
推

進
す

る
。

な
お

、
学

校
現

場
の

指
導

教
諭

に
指

導
主

事
等

か
ら

も
任

用
す

る
。

８
学

校
現

場
は

組
織

的
な

課
題

解
決

力
が

今
ま

で
以

上
に

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

８
学

校
現

場
は

組
織

的
な

課
題

解
決

力
が

今
ま

で
以

上
に

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

よ
り

組
織

的
な

運
営

が
行

え
る

よ
う

学
校

を
支

援
す

る
管

理
主

事
を

本
庁

及
び

教
育

事
務

よ
り

組
織

的
な

運
営

が
行

え
る

よ
う

学
校

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
指

導
・

支
援

を
行

う
管

理
主

所
に

配
置

す
る

。
事

を
本

庁
及

び
教

育
事

務
所

に
配

置
す

る
。

９
定

期
人

事
異

動
の

実
施

時
期

に
つ

い
て

は
、

別
途

通
知

す
る

こ
と

と
す

る
。

９
定

期
人

事
異

動
の

実
施

時
期

に
つ

い
て

は
、

別
途

通
知

す
る

こ
と

と
す

る
。

第
４

退
職

第
４

退
職

１
職

員
の

年
齢

別
構

成
の

適
正

化
を

通
じ

た
組

織
活

力
の

維
持

等
を

図
る

た
め

、
退

職
希

１
職

員
の

年
齢

別
構

成
の

適
正

化
を

通
じ

た
組

織
活

力
の

維
持

等
を

図
る

た
め

、
退

職
希

望
者

の
募

集
を

行
う

と
と

も
に

、
行

政
職

次
長

級
相

当
以

上
の

職
員

に
つ

い
て

は
、

退
職

望
者

の
募

集
を

行
う

と
と

も
に

、
行

政
職

次
長

級
相

当
以

上
の

職
員

に
つ

い
て

は
、

退
職

勧
奨

を
行

う
。
（

詳
細

は
別

途
通

知
）

勧
奨

を
行

う
。
（

詳
細

は
別

途
通

知
）

２
新

た
な

再
雇

用
制

度
の

開
始

に
伴

い
、
今

後
は

再
雇

用
希

望
者

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
。

２
（

削
除

）
再

雇
用

希
望

者
に

つ
い

て
は

、
長

年
の

勤
務

内
容

を
考

慮
し

、
適

材
適

所
の

再
雇

用
希

望
者

に
つ

い
て

は
、

長
年

の
勤

務
内

容
を

考
慮

し
、

適
材

適
所

の
観

点
か

ら
、

観
点

か
ら

、
職

員
定

数
の

範
囲

内
で

再
任

用
又

は
非

常
勤

職
員

と
し

て
配

置
す

る
。

職
員

定
数

の
範

囲
内

で
再

任
用

又
は

非
常

勤
職

員
と

し
て

配
置

す
る

。
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平成２７年度大分県公立学校教職員定期人事異動方針
平成２６年１１月４日
大分県教育委員会議決

第１ 基本方針
県教育委員会は、平成２０年の不祥事を受けて、県民の信頼回復に向けて各種試験制度の抜

本的な見直しを始めとする様々な教育行政の改善策をこれまで着実に実施してきた。
これらの改革は、学校における教育の質の向上を図るための基盤整備というべきものであり、

全ての教職員自らが、教育本来の目的である、「子どもたちが夢に挑戦し、自己実現を図るた
めの基礎となる力を身につけさせる」ため、常日頃から改革・改善の視点をもち、情熱をもっ
て教育の実践に取り組んでいく必要がある。

今日の教育行政を取り巻く社会情勢は、少子高齢化による人口減少社会が到来していること
に併せ、国内外問わず、予想を超えたスピードで変化し多様化が進んでいる。この状況に対処
し、打ち勝っていくには、県教育委員会としては、内外の連携・連動を強化しこれまでの改革
を一層推進するとともに、各学校、教職員が、社会情勢の変化を敏感に受け止め、自ら謙虚に
学び続け、子どもたちに本来の学びを実感させることができるよう、不断の見直しによる教育
改革・学校改革を進めていく必要がある。

そのためには、教育行政の根幹ともいうべき教職員人事について、「組織づくり」と「人づ
くり」を担う人材の育成という使命に基づき、組織力の向上と教職員の資質向上を図る必要が
ある。組織力の向上については、学校教育目標の明確化、主任制度の徹底など目標達成に向け
て組織的に取り組む芯の通った学校組織の更なる定着が求められる。また、教職員の資質向上
については、教職員評価システムによる人事評価（以下「人事評価」という。）結果を教職員
の人事異動や校内人事に積極的に活用することにより、それぞれの教育課題解決に向けた適材
適所の人事配置をより一層推進することが必要である。以上のことを踏まえ、適正かつ体系的
な人事管理の確立に向けて、次の事項を基本に行う。

１ 平成２６年１２月策定予定の「目標達成に向けて組織的に取り組む『芯の通った学校組
織』」推進プラン（次期計画）を踏まえ、適正な校内人事を含む教職員人事を通じた教育
改革・学校改革を進める。

２ 平成２３年１０月策定の大分県公立学校教職員の人材育成方針に沿って、人事異動を通
じた人材の育成を図る。

３ 教職員評価システムの人事評価結果や教職員一人ひとりの能力、適性、意欲等を踏まえ、
適材適所の人事配置を推進するとともに、平成２１年度以降の人事異動方針等の見直しの
趣旨を徹底する。

４ 県全体の学校力の向上及び教職員の意識改革を図るため、校長や市町村教育委員会の意
見を聞きながら、広域人事を一層促進する。

５ 人事委員会との共同実施による管理職登用選考試験をはじめ、教職員人事作業の各段階
において、公正かつ適正な人事事務を執行する。

６ 教職員の意識改革を図るため、県教育委員会及び市町村教育委員会の事務局をはじめ、
知事部局等との人事交流を促進する。

７ 教職員人事全般（各学校における主任の任命や分掌の決定などを含む）に関して、職務
上知り得た情報の管理を徹底するとともに、職員団体や教育関係団体等外部からの不当な
要請・依頼等については、その趣旨を問わず、これらを一切受けない。

上記基本方針のもと、平成２７年度の定期人事異動については、次の方針により行うものと
する。

第２ 人事異動
１ 校長及び教頭等への登用

（１）校長及び教頭等への任用等にあたっては、次に掲げる「求める管理職像」を踏まえて行
う。
「目標達成に向けて組織的に取り組む『芯の通った学校組織』」推進プランの全体像を十
分に理解するとともに、主任制度などの趣旨をふまえ、学校改革に取り組む意欲に富んで
いる者

（２）任用にあたっては、採用資格保有者名簿の上位の者から行うことを原則とする。ただし、
有効期間内の採用資格保有者名簿の上位の者であり、かつ人事評価等が別に定める水準以
上の者から優先して行うことを原則とする。
また、行政等からの任用にあたっては、別に定めるところにより校長及び教頭等として

任用される資格を有する者の中から行う。
（３）配置にあたっては、人事評価結果や「求める管理職像」等を踏まえながら、次の事項に

留意し、適任の者を配置する。
・校長にあっては、優れた識見と教育改革・学校改革に対する確かな理念を有している
こと、指導力に富みマネジメント能力に秀でていること、具体的な学校経営ビジョン

［第１号議案］
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を有していること等
・教頭にあっては、豊かな知識・経験と教育改革・学校改革に対する確かな理念を有し
ていること、実践力・指導力に富みマネジメント能力を有していること、校長の示す
学校経営ビジョンを実現するために必要な責任感・企画力を有すること等

・事務長・市町村立学校支援センター所長にあっては、優れた識見と教育改革・学校改
革に対する確かな理念を有していること、指導力に富みマネジメント能力に秀でてい
ること、学校事務を中心とする学校経営に手腕を有し実績を上げていること等

（４）民間人校長の登用にあたっては、その経験が学校経営に活かされ、波及効果が現れるよ
うに配置するとともに、適切な支援を行う。

２ 新採用
（１）平成２７年度大分県公立学校教員採用予定者名簿に登載された者の中から採用する。
（２）学校規模、地域性等を考慮しながら、全県的視野に立った均衡ある配置を行う。
（３）特別支援学校教諭（小学部・中学部）採用者は、県立の特別支援学校及び市町村立学校

の特別支援学級に配置を行う。

３ 転任等
教育のプロとして人材育成を図るため、キャリア形成を意識し、採用から早い時期に異な
る環境、多様な経験を積ませる。

（１）市町村立学校
①人事評価結果等を踏まえ、次のような課題に留意し、全県的視野に立った広域人事を一

層推進する。
・小・中学校間において、専科教員の兼務発令などにより小中連携を強化する人事異動
の推進

・年齢、免許等を考慮した教職員構成の適正化
・中学校における教科別教員構成の適正化
・小・中学校における特別支援教育の専門性向上のための教職員の人材確保と適正配置
・へき地学校における教職員の人材確保と適正配置
・臨時講師比率の地域間格差の是正
・教職員の人材育成の観点から、地域間・校種間・職種間の異動など多様な経験が可能
となる適正配置

②学校支援センターについては、人事評価結果等を踏まえ、次のような課題に留意し、全
県的視野に立った広域人事を一層推進する。
・学校事務職員の人材育成と活用
・学校支援センターの機能向上のための人員配置

③学校事務職員及び養護教諭については、人材育成の観点から、県立学校との人事異動を
促進する。

④学校事務職員については、係長級在級５年以上の者のうち、勤務成績良好な者を主査か
ら副主幹へ登用する。

（２）県立学校
①人事評価結果等を踏まえ、次のような課題に留意し、全県的な視野に立った適正な人事

を行う。
・年齢、免許等を考慮した教職員構成の適正化
・教科別教員構成の適正化
・同一校における勤務期間等

②県全体の学校力・教育力を向上するため、普通科系高等学校と専門学科系高等学校、大
規模校と小規模校、全日制高等学校と定時制高等学校の人事異動を、それぞれ推進する。

③高等学校と特別支援学校の人事異動を行うことにより、相互の特別支援教育の振興及び
教職員の専門性の向上を図る。

④学校教育目標の達成と学校活性化を図るため、教職員人事異動公募制度を実施する。
⑤学校事務職員及び養護教諭については、人材育成の観点から、市町村立学校との人事異

動を促進する。
⑥学校事務職員については、係長級在級５年以上の者のうち、勤務成績良好な者を主査か

ら副主幹へ登用する。
（３）特別支援学校については、市町村立学校からの異動者は原則として上記（１）の方針に、

それ以外の教職員は原則として上記（２）の方針に、それぞれ従う。
（４）県立中学校については、市町村立学校からの異動者は原則として上記（１）の方針に、

県立学校からの異動者は原則として上記（２）の方針に、それぞれ従う。

［第１号議案］
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第３ 副校長、主幹教諭、指導教諭の配置
校長がその指導力を発揮するとともに、組織運営体制、指導体制の充実や学校組織の活性化

を図るため、引き続き必要と認める学校に副校長、主幹教諭、指導教諭を配置する。
なお、主幹教諭の任用にあたっては、別に定めるところにより、教頭採用資格保有者名簿の

登載者の中から、名簿の有効期間中に限り、教頭に任用されない者を、主幹教諭として任用す
ることができるものとする。

第４ 退職
１ 希望退職者の募集等

別に定めるところにより行う。
２ 再雇用制度

再雇用希望者については、長年の勤務内容を考慮し、適材適所の観点から、教職員定数の
範囲内で再任用又は非常勤職員として配置する。
また、若手教職員の人材育成の観点から、指導力に優れる教職員の再雇用配置を促進して

いく。

［第１号議案］
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す
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の
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る
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平

成

二

十

六

年

十

二

月

十

九

日

提

出

大

分

県

教

育

委

員

会

教

育

長

野

中

信

孝

技

能

労

務

職

員

の

給

与

及

び

旅

費

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

技

能

労

務

職

員

の

給

与

及

び

旅

費

に

関

す

る

規

則

（

平

成

十

六

年

大

分

県

教

育

委

員

会

規

則

第

二

号
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一

部

を
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の

よ

う

に
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る

。
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附

則

（

施

行

期

日

等

）

１

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

し

、

改

正

後

の

技

能

労

務

職

員

の

給

与

及

び

旅

費

に

関

す

る

規

則

の

規

定

は

、

平

成

二

十

六

年

四

月

一

日

か

ら

適

用

す

る

。

（

一

般

職

員

の

例

に

よ

る

取

扱

い

）

２

職

員

の

給

料

の

切

替

え

及

び

そ

の

切

替

え
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伴
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措

置
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の

他

こ

の

規

則

の

施

行

に

関

し

必
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事

項

に

つ

い

て

は

、

一

般

職

員

の

例

に

よ

る

。

提

案

理

由

人

事

委

員

会

勧

告

に

基

づ

く

行

政

職

給

料

表

の

改

正

に

伴

い

、

同

表

を

合

成

し

て

作

成

し

て

い

る

技

能

労

務

職

給

料

表

を

改

正

す

る

必

要

が

あ

る

の

で

提

案

す

る

。
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別表第一（第二条関係）

職務の級 １級 ２級 ３級 ４級 ５級
給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額

円 円 円 円 円
128,600 224,600 246,300 262,600 289,600
129,700 226,500 248,200 264,600 291,800
130,900 228,400 250,100 266,500 294,000
132,000 230,200 252,000 268,500 296,200
133,100 231,900 253,900 270,500 298,300
134,200 233,800 255,800 272,500 300,500
135,400 235,700 257,700 274,500 302,700
136,500 237,500 259,600 276,500 304,900
137,600 239,200 261,500 278,400 307,000
138,700 241,100 263,400 280,400 309,200
139,900 242,900 265,300 282,400 311,400
141,000 244,800 267,200 284,400 313,600
142,100 246,500 269,100 286,300 315,700
143,200 248,400 271,000 288,300 317,800
144,300 250,200 272,900 290,300 320,000
145,400 252,000 274,800 292,300 322,100
146,500 253,700 276,700 294,200 324,200
147,900 255,700 278,600 296,100 326,300
149,200 257,700 280,500 298,100 328,400
150,500 259,700 282,400 300,000 330,400
151,800 261,600 284,100 302,000 332,300
153,300 263,500 286,000 303,900 334,300
154,800 265,400 287,900 305,800 336,400
156,400 267,200 289,800 307,700 338,500
157,700 269,200 291,500 309,500 340,300
159,200 271,100 293,300 311,400 342,300
160,700 273,000 295,100 313,300 344,300
162,200 274,900 296,900 315,200 346,300
163,600 276,800 298,700 316,800 348,100
166,300 278,700 300,400 318,600 350,000
168,900 280,600 302,100 320,500 351,900
171,500 282,500 303,800 322,300 353,800
174,200 284,400 305,500 324,000 355,500
175,900 286,300 307,200 325,800 357,200
177,600 288,200 308,900 327,600 358,800
179,300 290,100 310,600 329,500 360,400
180,800 292,000 311,800 331,200 362,000
182,600 293,900 313,400 332,800 363,100
184,400 295,800 315,000 334,400 364,400
186,100 297,700 316,600 336,000 365,600
187,700 299,600 318,300 337,300 366,800

号給

技　能　労　務　職　給　料　表

1

職　 員
の区分

2
3
4
5

8
9

6
7

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

28
29

22
23
24
25
26
27

41

34
35
36
37
38
39
40

30
31
32
33

［第２号議案］
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189,500 301,500 319,900 338,700 367,800
191,300 303,400 321,500 340,100 368,800
193,100 305,300 323,100 341,400 369,900
194,700 307,200 324,600 342,600 370,800
196,500 309,100 325,800 343,600 371,600
198,300 311,000 327,000 344,700 372,400
200,100 312,900 328,200 345,900 373,200
201,800 314,800 329,000 347,100 373,900
203,600 316,700 329,900 347,900 374,600
205,400 318,600 330,700 348,800 375,400
207,200 320,500 331,500 349,700 376,100
208,800 322,400 332,400 350,400 376,600
210,700 324,300 332,800 351,200 377,300
212,600 326,200 333,600 352,000 378,000
214,500 328,100 334,400 352,900 378,700
216,300 330,000 335,200 353,500 379,200
218,200 331,900 335,900 354,100 379,800
220,100 333,800 336,600 354,600 380,500
222,000 335,700 337,300 355,200 381,100
223,700 337,600 337,800 355,700 381,500
225,600 338,400 356,200 382,200
227,500 339,000 356,800 382,800
229,400 339,600 357,400 383,400
231,000 339,900 357,800 383,900
232,800 340,400 358,300 384,400
234,500 340,800 358,900 385,000
236,300 341,300 359,500 385,600
237,700 341,700 359,800 386,000
239,200 342,200 360,300 386,600
240,700 342,700 360,900 387,300
242,200 343,200 361,400 387,800
243,600 343,600 361,700 388,200
245,100 344,000 362,200 388,900
246,600 344,500 362,800 389,500
248,200 344,900 363,300 390,100
249,500 345,200 363,600 390,600
251,100 345,600 364,100 391,300
252,700 346,100 364,600 391,900
254,300 346,500 365,000 392,600
255,700 346,700 365,400 393,200
257,100 347,100 365,900 393,800
258,500 347,600 366,400 394,500
259,900 348,000 366,800 395,100
261,100 348,100 367,400 395,700
262,500 348,600 367,900 396,400
263,900 349,100 368,400 397,000

　　再任
　　用職
　　員以
　　外の
　　職員

42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
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265,300 349,400 368,900 397,700
266,600 349,700 369,500 398,300
267,800 350,100 370,000 398,900
269,100 350,500 370,500 399,600
270,400 350,900 370,900 400,200
271,500 351,400 371,500 400,800
272,700 351,800 372,000
274,000 352,200 372,500
275,300 352,600 372,900
276,400 353,100 373,500
277,500 353,500 374,000
278,600 353,900 374,500
279,700 354,200 374,900
280,900 354,700 375,500
281,900 355,100 376,000
282,900 355,500 376,500
283,900 355,800 376,900
284,700 356,300 377,500
285,600 356,700
286,500 357,100
287,400 357,400
288,400 357,900
289,200 358,300
290,000 358,700
290,800 359,000
291,600 359,500
292,100
292,600
293,100
293,200
293,600
293,800
294,200
294,400

　　再任
　　用職
　　員

100
101
102
103

88
89
90
91
92
93
94
95

245,100

118
119
120
121

104
105
106
107

114
115
116
117

110
111
112
113

96
97

108
109

98
99
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新
旧

対
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表

別
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一

（
第

二
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関
係

）
別

表
第

一
（

第
二

条
関

係
）

職
務

の
級

１
　

級
２

　
級

３
　

級
４

　
級

５
　

級
職

務
の
級

１
　

級
２

　
級

３
　

級
４

　
級

５
　

級

給
料

月
額

給
料

月
額

給
料
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額

給
料
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額

給
料
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額

給
料
月

額
給
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給
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額
給
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円
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円
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1
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2
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0
0
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0
0

2
6
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6
0
0

2
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1
1
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0
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2
2
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0
0

2
4
4
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9
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2
6
1
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0
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0

2
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1
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0

2
1
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,
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0
0

2
2
6
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5
0
0
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0
0
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4
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0
0

2
9
1
,
8
0
0

2
1
2
7
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0
0

2
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2
4
6
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0

2
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3
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0
0
0

2
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0
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2
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0

2
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,
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0
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0
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4
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,
0
0
0

2
9
2
,
5
0
0

4
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0
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3
0
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5
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,
0
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2
6
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0
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9
6
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0
0

4
1
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0
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0
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0
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2
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0
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0

2
6
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9
0
0

2
9
4
,
7
0
0

5
1
3
3
,
1
0
0

2
3
1
,
9
0
0

2
5
3
,
9
0
0

2
7
0
,
5
0
0

2
9
8
,
3
0
0

5
1
3
1
,
1
0
0

2
3
0
,
2
0
0

2
5
2
,
5
0
0

2
6
9
,
0
0
0

2
9
6
,
8
0
0

6
1
3
4
,
2
0
0

2
3
3
,
8
0
0

2
5
5
,
8
0
0

2
7
2
,
5
0
0

3
0
0
,
5
0
0

6
1
3
2
,
2
0
0

2
3
2
,
1
0
0

2
5
4
,
4
0
0

2
7
1
,
0
0
0

2
9
9
,
0
0
0

7
1
3
5
,
4
0
0

2
3
5
,
7
0
0

2
5
7
,
7
0
0

2
7
4
,
5
0
0

3
0
2
,
7
0
0

7
1
3
3
,
4
0
0

2
3
4
,
0
0
0

2
5
6
,
3
0
0

2
7
3
,
0
0
0

3
0
1
,
2
0
0

8
1
3
6
,
5
0
0

2
3
7
,
5
0
0

2
5
9
,
6
0
0

2
7
6
,
5
0
0

3
0
4
,
9
0
0

8
1
3
4
,
5
0
0

2
3
5
,
8
0
0

2
5
8
,
2
0
0

2
7
5
,
0
0
0

3
0
3
,
4
0
0

9
1
3
7
,
6
0
0

2
3
9
,
2
0
0

2
6
1
,
5
0
0

2
7
8
,
4
0
0

3
0
7
,
0
0
0

9
1
3
5
,
6
0
0

2
3
7
,
5
0
0

2
6
0
,
1
0
0

2
7
7
,
0
0
0

3
0
5
,
6
0
0

1
0

1
3
8
,
7
0
0

2
4
1
,
1
0
0

2
6
3
,
4
0
0

2
8
0
,
4
0
0

3
0
9
,
2
0
0

1
0

1
3
6
,
7
0
0

2
3
9
,
4
0
0

2
6
2
,
0
0
0

2
7
9
,
0
0
0

3
0
7
,
8
0
0

1
1

1
3
9
,
9
0
0

2
4
2
,
9
0
0

2
6
5
,
3
0
0

2
8
2
,
4
0
0

3
1
1
,
4
0
0

1
1

1
3
7
,
9
0
0

2
4
1
,
2
0
0

2
6
3
,
9
0
0

2
8
1
,
0
0
0

3
1
0
,
0
0
0

1
2

1
4
1
,
0
0
0

2
4
4
,
8
0
0

2
6
7
,
2
0
0

2
8
4
,
4
0
0

3
1
3
,
6
0
0

1
2

1
3
9
,
0
0
0

2
4
3
,
1
0
0

2
6
5
,
8
0
0

2
8
3
,
0
0
0

3
1
2
,
2
0
0

1
3

1
4
2
,
1
0
0

2
4
6
,
5
0
0

2
6
9
,
1
0
0

2
8
6
,
3
0
0

3
1
5
,
7
0
0

1
3

1
4
0
,
1
0
0

2
4
4
,
9
0
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技能労務職員の給与及び旅費に関する規則の一部改正の概要

１ 改正理由

「職員の給与に関する条例等の一部改正(第１条関係)」による「職員の給与

に関する条例(昭和３２年大分県条例第３９号)」の行政職給料表(別表第一)の

改正(平成２６年第４回定例県議会で議決済み)に伴い、当該給料表を合成して

作成している技能労務職給料表を改正するもの

２ 改正内容

職員の給与に関する条例の行政職給料表の改正（平均０.２６％引上げ）に

準じて、技能労務職給料表の給料月額について、引上げ改定を行う。

３ 施行期日

公布の日から施行し、遡及して平成２６年４月１日から適用する。

４ その他

(１)技能労務職員の給与及び旅費に関する規則（昭和３２年大分県規則第７１号。

知事部局所管）と同様の改正である。

(２)「職員の給与に関する条例等の一部改正(第２条関係)」に伴う国家公務員の

給与制度の総合的見直しに準じた給与改定(平成２７年４月１日施行［俸給表

水準を平均２％引下げ］)及び「職員の退職手当に関する条例」の一部改正に

伴う退職手当の「調整額」の改定（平成２７年４月１日施行［国家公務員退職

手当法の一部改正に準ずるもの］）については、別途、知事部局と併せて今年

度末に行う予定である。

［第２号議案］
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改

め

、

同

条

第

三

号

中

「

三

千

四

百

円

」

を

「

四

千

円

」

に

改

め

る

。

附

則

こ

の

規

則

は

、

平

成

二

十

七

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

提

案

理

由

学

校

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

支

給

条

例

（

昭

和

二

十

七

年

大

分

県

条

例

第

二

十

七

号

）

の

一

部

改

正

に

伴

い

、

部

活

動

手

当

の

額

を

改

定

し

た

い

の

で

提

案

す

る

。
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○
学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
新
旧
対
照
表

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
大
分
県
条

第
一
条

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
大
分
県
条

例
第
二
十
七
号
）
第
十
条
第
二
項
第
五
号
及
び
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま

例
第
二
十
七
号
）
第
十
条
第
二
項
第
五
号
及
び
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま

で
に
規
定
す
る
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

で
に
規
定
す
る
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

よ
る
。

（
支
給
範
囲
）

（
支
給
範
囲
）

第
二
条

前
条
の
手
当
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
支
給
す
る
。

第
二
条

前
条
の
手
当
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
支
給
す
る
。

一

教
育
職
員
が
部
活
動
に
お
け
る
児
童
又
は
生
徒
に
対
す
る
指
導
業
務
に

一

教
育
職
員
が
部
活
動
に
お
け
る
児
童
又
は
生
徒
に
対
す
る
指
導
業
務
に

一
日
二
時
間
以
上
従
事
す
る
場
合

一
日
二
時
間
以
上
従
事
す
る
場
合

二
～
四

略

二
～
四

略

第
三
条

前
条
第
一
号
に
定
め
る
場
合
の
手
当
は
、
一
日
に
つ
き
、
業
務
に
従

第
三
条

第
二
条
第
一
号
に
定
め
る
場
合
の
手
当
は
、
一
日
に
つ
き
、
業
務
に

事
し
た
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
支
給
す
る
。

従
事
し
た
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
支
給
す

る
。

一

二
時
間
以
上
四
時
間
未
満

千
四
百
円

一

二
時
間
以
上
四
時
間
未
満

千
二
百
円

二

四
時
間
以
上
六
時
間
未
満

三
千
円

二

四
時
間
以
上
六
時
間
未
満

二
千
四
百
円

三

六
時
間
以
上

四
千
円

三

六
時
間
以
上

三
千
四
百
円

第
四
条
及
び
第
五
条

略

第
四
条
及
び
第
五
条

略

別
表
第
一
～
別
表
第
三

略

別
表
第
一
～
別
表
第
三

略
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学校職員の特殊勤務手当支給規則の一部改正の概要

１ 改正理由

（１）国の教員給与の見直し

教員給与については、第２期教育振興基本計画（平成２５年６月１４日閣議決定）に

おいて、「真に頑張っている教員を支援することにより、教員の士気を高め、教育活動の

活性化を図るため、教員の給料や諸手当等の在り方を見直し、それぞれの職務に応じて

メリハリある教員給与体系の確立に向けて検討する。」とされており、国は平成２６年度

予算において、義務教育費国庫負担金を見直し、教員の特殊勤務手当のうち、教員特殊

業務手当の増額措置を講じている。

（２）本県の対応

本県においても、国の予算措置や人事委員会の報告等を踏まえ、教員特殊業務手当に

ついては平成２６年第４回定例県議会において、手当額の増額を内容とする「学校職員

の特殊勤務手当支給条例（昭和２７年大分県条例第２７号。以下「条例」という。）の一

部改正」（平成２６年１２月２４日公布予定）が議決されたところである(職員の給与に

関する条例等の一部改正(第１２条))。

（３）規則改正理由

教員特殊業務手当のうち「部活動手当(条例第１０条第１項第４号)」については、条

例に規定する額の範囲内において、当該額を規則において定めることとされていること

から、規則の一部改正を行うもの

※ 部活動手当

学校の管理下において行われる部活動（正規の教育課程としてのクラブ活動に準ずる活動を

いう。）における児童又は生徒に対する指導業務で週休日等に行うものに従事した場合に支給

する。

２ 改正内容

部活動手当の増額（第３条関係）

現 行 改 正

２時間以上４時間未満 １,２００円 １,４００円

４時間以上６時間未満 ２,４００円 ３,０００円

６時間以上 ３,４００円 ４,０００円

※ 参考：部活動手当に係る条例改正（平成２７年１月１日施行）

現 行 改 正

３,４００円の範囲内で教育委員会 ４,０００円の範囲内で教育委員会

規則で定める額 規則で定める額

３ 施行期日

平成２７年１月１日から施行する（条例の施行日と同じ。）。
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                                        教委義第１６１５号 
                                                          平成２６年１０月１７日 

 

 各市町村教育委員会教育長 殿 

  （ 教育事務所経由 ） 

 

                                                  大分県教育委員会教育長 

                                                            
 

平和教育に関する現状の把握及び指導について（依頼） 

      

 学校における教育活動は、教育の目的を実現するため、教育基本法、学校教育法等の

法令及び学習指導要領等に則り、保護者をはじめ県民の理解と協力を得ながら適切に行

われる必要があります。 

 しかしながら、今般実施された大分県教職員組合主催の「親子で学ぶ韓国平和の旅」

を契機として、学校での教育が中立性に欠ける指導内容となっているのではないかとの

不安が、保護者及び県民から寄せられています。 

 このような保護者及び県民の不安を払拭し、信頼される教育活動を展開していくため

には、その根本となる教育課程の管理をこれまで以上に厳格に行うことが求められます。 

市町村教育委員会におかれては、管内の小・中学校の教育課程全般、特に、平和教育

が法令及び学習指導要領に則ったものであり、児童生徒の発達に即したものとなってい

るか、下記の観点にご留意いただきながら、別紙１の資料により把握するとともに、そ

の結果を別紙２により報告いただくようお願いします。併せて別紙１の資料についても

ご提出ください。 

また、大分県教職員組合が作成したいわゆる「平和カレンダー」について、平成１３

年８月２４日付け通知に従い適切に対応されているかどうかについても各学校の状況を

確認の上、別紙２により報告をお願いします。 

貴教育委員会が現状に問題があると判断した場合は、学校に対して必要な指導をお願

いします。 

今後、県教育委員会においても、提出いただいた資料に基づき、必要に応じて指導を

行うとともに、把握結果について公表する予定です。 

  

 

記 

 

１．学校で行われる平和教育が、政治的中立が確保されたものになっていること。 

 

２．教育課程の中で平和教育を行う場合には、教育課程上の扱いを明確にするとともに、

学習指導要領に示す当該教科等の目標、内容及び内容の取扱い等に合致したものであ

ること。 

写
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３．平和教育が授業時数を圧迫し、児童生徒の過重な負担とならないようにすること。 

 

４．平和教育の全体計画及び年間計画が、大分県教職員組合の活動の方針等に即したも

のであったり、記述に際して活動の方針等に専ら用いる用語を用いたりすることは、

保護者及び県民の不信を招くことから不適切であること。 

 

５．平和教育の全体計画等が学校運営の責任者である校長の権限と責任のもと、教頭、

主幹教諭及び教務主任の権限と責任を明確にして策定されること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 大分県教育庁義務教育課 

   姫野 

   097-506-5531 
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別紙１ 

 

平和教育の現状について把握・確認するための資料 

 

○次の資料１～４を各学校から取り寄せて、具体的な指導内容を詳細かつ的確に把握し

てください。 

 

 

【資料１】 

 ・平和教育の全体計画及び年間計画 

 

 

【資料２】 

 ・平成２６年度実施の「５月３日憲法記念日」及び「８月６日広島に原爆が投下され

た日」に関連する平和教育の各学年の指導案と使用資料（教材）。 

  ・平成２５年度実施の「１２月８日太平洋戦争開戦の日」及び「２月１１日建国記念

の日」に関連する平和教育の各学年の指導案と使用資料（教材）。 

  

 

【資料３】 

 ・上記【資料２】に関する各学年の児童生徒の感想が分かる資料。 

 

 

【資料４】 

 ・平和教育の全体計画及び年間計画を誰が作成したのかその職名が分かり、その内容

が確定されるまでの会議等の経過（流れ）が分かる資料。（様式不問） 

   

 

 

 

 

 

※別紙２の報告とともに、全学校分を平成２６年１１月２１日（金）までに紙媒体にて

教育事務所あて提出をお願いします。 

※【資料２】については、学年に複数学級がある場合、いずれか１つの学級分１部（各

学年１部）を提出してください。 

※【資料３】については、【資料２】の４回の授業それぞれに各学年２～３名程度の児

童生徒の感想を提出してください。 
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別紙２ 

 

平和教育に関する現状の報告 

 

教育委員会名：〔       〕教育委員会 

 

１．平和教育の全体計画及び年間計画や平和教育で用いられる資料（教材）が、政治的

中立を確保し、児童生徒の発達に即したものであるか。 

【把握した現状及び評価】 

 

 

 

 

２．平和教育の実施回数（時数）が、他の教科や領域等と比較して、著しくバランスを

欠いたものとなっていないか。また、平和教育を実施する必然性や実施回数が、保護

者や県民にとって納得のいくものとなっているか。（〔 〕には数値を記入） 

○平和教育の年間実施回数別校数（学校全体で実施したもの。例えば、ある月に全学

級が１回実施していれば実施日が異なっても１回としてカウントする。特定の学級

や学年のみが実施したものは除く。分校は本校とは別にカウントする。） 

【小学校】 

・１回〔  〕校 

・２回〔  〕校 

・３回〔  〕校 

・４回〔  〕校 

・５回〔  〕校 

 

・６回〔  〕校 

・７回〔  〕校 

・８回〔  〕校 

・９回〔  〕校 

・10 回～〔  〕校 

【中学校】 

・１回〔  〕校

・２回〔  〕校

・３回〔  〕校

・４回〔  〕校

・５回〔  〕校

 

・６回〔  〕校 

・７回〔  〕校 

・８回〔  〕校 

・９回〔  〕校 

・10 回～〔  〕校

○下記４回の平和教育の実施校数（学校全体で実施したもの。同月実施は問わない。）

【小学校】 

・５月３日関連〔  〕校 

・８月６日関連〔  〕校 

・１２月８日関連〔  〕校 

・２月１１日関連〔  〕校 

【中学校】 

・５月３日関連〔  〕校 

・８月６日関連〔  〕校 

・１２月８日関連〔  〕校 

・２月１１日関連〔  〕校 

○上記４回の平和教育を全て行った学校数（学校全体で実施したもの。同月実施は問

わない。） 

【小学校】 

・〔  〕校 

【中学校】 

・〔  〕校 

【評価】 

 

 

 

［資料＿報告①］

-4-



３．平和教育の結果、児童生徒の感想等が一面的に事象を捉え、政治的に偏った見方や

考え方になってしまうなど、保護者や県民から批判されることがないような指導結果

となっているか。 

【把握した現状及び評価】 

 

 

 

 

４．平和教育の全体計画及び年間計画が、大分県教職員組合の活動の方針等に即してい

たり、内容の記述に際して、活動の方針等に専ら用いる用語（四結節点など）を用い

たりしていないか。 

【把握した現状及び評価】 

 

 

 

 

５．平和教育の計画の策定に際し、校長の責任のもと、教頭、主幹教諭及び教務主任等

が役割を明確にしたうえで、担任（担当）に任せきりにすることなく、運営委員会

等で内容の確認や修正等の練り上げが行われているか。 

【把握した現状及び評価】 

 

 

 

 

６．「平和カレンダー」が通知に従い適切に対応されているか。 

【把握した現状及び評価】 

 

 

 

 

７．その他、貴教育委員会が独自に把握した現状等 

【把握した現状及び評価】 
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８．平成２６年度の教育課程の編成に際し平和教育に関係する事項として、貴教育委員

会が学校に対して重点的に指導した事項があれば記入してください。 

【重点的に指導した事項】 

 

 

※編成方針等の通知文書の写しをもって記述にかえることも可能です。 

 

 

 

※枠が不足する場合は、枠内の行を増やしてください。 

※別紙１の各資料とともに、平成２６年１１月２１日（金）までに紙媒体にて教育事務

所あて提出をお願いします。 
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                                        教委義第    号 
                                                          平成２６年１２月１９日 

 

 各市町村教育委員会教育長 殿 

 

                                             大分県教育委員会教育長  

                                                            
 

平和教育に関する現状把握の結果及び大分県平和教育指導方針について（通知） 
 

      

 県内の小・中学校における平和教育について、平成２６年１０月１７日付け「平和教育

に関する現状の把握及び指導について（依頼）」により現状等の報告をお願いしましたが、

今般、その結果について取りまとめを行いました。 
 本調査結果は、提出いただいた報告及び資料について、観点別に整理して取りまとめた

ものです。 
併せて、本調査結果及び市町村教育委員会からの意見を踏まえて、県教育委員会として

の平和教育の指導方針を策定しました。 
本指導方針は、県内の小・中学校において実施される平和教育が、日本国憲法、教育基

本法、学校教育法及び学習指導要領に則り、保護者をはじめ県民の理解と協力を得なが

ら適切に行われるよう、平和教育に対する県教育委員会の基本的な考え方や配慮すべき

事項等について示したものです。 

市町村教育委員会におかれては、添付の「平和教育に関する現状把握の結果について」

及び「大分県平和教育指導方針」を管内の小・中学校に周知いただくとともに、本指導方

針に基づき、各学校における平和教育が適正に実施されるよう指導願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 大分県教育庁義務教育課 

   姫野 

   097-506-5531 
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平和教育に関する現状把握の結果について

１．経緯

県教育委員会では、大分県教職員組合主催の「親子で学ぶ韓国平和の旅」を

契機として、学校での教育が中立性に欠ける指導内容となっているのではない

かとの不安が寄せられたことを受け、管内の小・中学校の教育課程全般、特に

平和教育が法令及び学習指導要領に則ったものであり、児童生徒の発達に即し

たものとなっているかにつき、平成２６年１０月１７日付けで市町村教育委員

会に依頼し、現状を把握するための調査を行った。また、調査に当たっては、

次の観点に留意するよう求めたところである。

１．学校で行われる平和教育が、政治的中立が確保されたものになってい

ること。

２．教育課程の中で平和教育を行う場合には、教育課程上の扱いを明確に

するとともに、学習指導要領に示す当該教科等の目標、内容及び内容の

取扱い等に合致したものであること。

３．平和教育が授業時数を圧迫し、児童生徒の過重な負担とならないよう

にすること。

４．平和教育の全体計画及び年間計画が、大分県教職員組合の活動の方針

等に即したものであったり、記述に際して活動の方針等に専ら用いる用

語を用いたりすることは、保護者及び県民の不信を招くことから不適切

であること。

５．平和教育の全体計画等が学校運営の責任者である校長の権限と責任の

もと、教頭、主幹教諭及び教務主任の権限と責任を明確にして策定され

ること。

調査の結果は、以下の通りである。

［資料＿報告①］
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２．調査結果

（１）全体計画・年間計画、使用資料について

市町村教育委員会から提出があった資料の中で、以下のような改善が必要

と考えられる使用資料や全体計画等があった。

・ 児童生徒の発達の段階に照らして適切でないと考えられるもの

・ 全体計画等に「四結節点」「平和カレンダー」等の大分県教職員組合

が専ら用いる用語が使用されているもの（※「平和カレンダー」につい

ては、実際には学校では使用されていないとのこと）

・ 過去の計画や提案文書等を吟味することなく流用しているもの

また、以下のような工夫された平和教育の取組があることが分かった。

・ 地域の方に戦争体験を語ってもらうなど地域の実情に基づき地域と連

携した取組

・ 保護者の参観のもとで地域に残る戦跡を題材にした創作劇を発表する

など、体験的な学習活動を行った取組

（２）実施回数について

平和教育の実施回数については、以下のような状況であった。

・ 年間実施回数が４回以上の学校の割合は、小学校で７２％、中学校で

６６％。

・ 教職員組合の活動の方針に記載されているいわゆる「四結節点」（５

月３日・８月６日・１２月８日・２月１１日）の全ての日に平和教育を

行っているのは、小学校で７０％、中学校で６５％。

・ 実施率が最も高いのは、８月６日関連で小学校９８％、中学校９９％。

（３）学校体制について

平和教育を行う学校体制については、１市町村から、運営委員会を経ずに

職員会議で平和教育の計画が提案された学校があったことについて、望まし

くなかったとの報告があった。

（４）平和カレンダーについて

平和カレンダーについては、全ての市町村教育委員会から、現在、平成

１３年８月の通知に従い適切な対応が行われているとの報告があった。

［資料＿報告①］
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大分県平和教育指導方針 

                              平成２６年１２月 
                              大分県教育委員会 

 

１．平和教育の理念 

 
 平和教育は、日本国憲法の精神にのっとり、教育基本法、学校教育法に示される理念

及び学習指導要領に即して実施する。実施に当たっては、児童生徒の発達の段階及び地

域の特性を踏まえた上で、平和で民主的な国家及び社会の形成者の育成を目的として、

我が国と郷土に対する理解と愛情を深めるとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と

発展に寄与する態度を養うこととする。 
 
 

２．基本的な考え方 

 
○学校の教育活動全体を通じた児童生徒の育成 

・各教科、道徳、外国語活動（小学校）、総合的な学習の時間及び特別活動等の教育

活動全体を通じた、学校の教育目標及び平和教育の目標の達成 

 ○学習指導要領の趣旨に即したねらいの明確化 
・学習指導要領に示す各教科等の目標及び内容等に合致したねらいや内容 

 ○学校として作成した全体計画と年間指導計画に基づく計画的・組織的な実施 

・特別に時間を設定して平和教育を行う場合は、児童生徒の発達の段階及び地域の特

性を考慮して、平和教育の全体計画及び年間指導計画を作成 

・十分な吟味を経ることなく全体計画等が決定されることがないよう、学校組織とし

て校長の責任のもと、教頭、主幹教諭及び教務主任の役割を明確にして計画・実施 

 ○政治的中立の確保 

・政治的な内容を扱う場合は、教育基本法第１４条の規定に基づき、適切に行うよう

特に慎重に配慮して、教育の中立性を確保 

 ○これからの社会を生きる児童生徒に必要な資質・能力の育成 
・国際理解及び国際協調、持続可能な社会の形成など、新しい時代に対応した平和教

育を実施 

 ○学習活動の工夫の推進 

・児童生徒の主体的・意欲的に学ぶ態度、確かな知識・技能、思考力・判断力・表現

力等を育成するため、児童生徒の主体的・協働的な学習を重視し、たとえば地域の

資料館や戦跡を訪問する、地域の戦争体験者の話を聞き取る等の地域の特性を生か

した体験的な学習活動を取り入れるなど学習活動の工夫を推進 

 ○開かれた平和教育 

・家庭や地域とともに進めるため、授業を保護者等へ公開 

 
 

３．配慮事項 

○使用する資料について、出典及び記述内容の正確さ・公正さ、児童生徒の発達の段階と 

の合致などの観点で十分な精査を行うこと。 
○学習の展開が児童生徒の思考を誘導するものになって、一面的な感想や考えになる恐れ 

がないか、指導案等により事前に十分な吟味を行うこと。 

○平和教育が授業時数を圧迫し、児童生徒の過重な負担とならないようにすること。 

○平和教育の全体計画及び年間計画が、大分県教職員組合の活動の方針等に即したもの

であったり、記述に際して活動の方針等に専ら用いる用語を用いたりすることは、保

護者及び県民の不信を招くことから不適切であること。 

［資料＿報告①］

-10-



［資料＿報告①］

-11-



［資料＿報告①］

-12-



jjjjjj

［資料＿報告①］

-13-



［資料＿報告①］

-14-



国東半島宇佐地域世界農業遺産

中学生サミット
日 時 平成２７年１月１７日（土）
会 場 くにさき総合文化センター（アストくにさき）

参加者
300名
程度

○国東半島宇佐地域内の全２４中学校の代表生徒（１校5名程度）
（豊後高田市・杵築市・宇佐市・国東市・姫島村・日出町）

○各中学校で講師をお願いした方
○保護者及び学校関係者
○市町村長、市町村教育委員会教育長及び市町村行政関係者
○世界農業遺産推進協議会関係者、及び県教育委員会関係者 等

13：00 開会式

13：25 推進モデル校による
ステージ発表

14：55 ポスターセッション
※ポスターについては１２：３０よりアグリホールに掲示します。ご覧ください。

15：35 シンポジウム

16：05 サミット宣言

16：20 講評 立命館アジア太平洋大学 アジア太平洋学部
ヴァファダーリ・メッヘリージ・カゼム助教

16：35 閉会式

郷土の自然や伝統文化の

すばらしさを発信します！

プログラム

ポスターセッション
第１グループ
豊後高田市立高田中学校
宇佐市立北部中学校、西部中学校
国東市立国見中学校、杵築市立杵築中学校
日出町立日出中学校

第２グループ
豊後高田市立河内中学校、都甲中学校
宇佐市立長洲中学校、院内中学校
国東市立安岐中学校、杵築市立宗近中学校

第３グループ
豊後高田市立真玉中学校、香々地中学校
宇佐市立安心院中学校、駅川中学校
姫島村立姫島中学校、国東市立国東中学校
日出町立南端中学校

ステージ発表
①日出町立大神中学校
②豊後高田市立田染中学校
③国東市立武蔵中学校
④宇佐市立宇佐中学校
⑤杵築市立山香中学校

大分県国東市国東町鶴川160番地2 Tel：0978‐72‐2121

［資料＿報告②］

-1-



サ ミ ッ ト 宣 言 文 （ 案 ）  

 
国 東 半 島 宇 佐 地 域 は 、 両 子 山 系 の 峰 々 か ら 放 射 状 に 延 び た 尾 根 と

深 い 谷 か ら 成 り 、 平 野 部 は 狭 小 で 、 短 く 急 勾 配 な 河 川 が 多 数 あ り ま

す 。 ま た 、 降 水 量 が 少 な い 上 に 、 火 山 性 の 土 壌 の た め 、 水 の 確 保 が

困 難 で し た 。 か つ て 、 私 た ち の 祖 先 は 、 水 不 足 と 闘 い な が ら 、 自 然

の 地 形 を 活 か し た 生 活 を 営 ん で き ま し た 。 山 麓 一 帯 で は ク ヌ ギ 林 が

先 人 の 努 力 に よ り 管 理 さ れ シ イ タ ケ と い う 食 料 を 生 み 出 し て い ま す 。

そ こ で か ん 養 さ れ た 水 源 が 豊 か な 農 林 水 産 物 や 多 様 な 生 態 系 を 育 み 、

農 山 漁 村 の 美 し い 景 観 を 形 成 し て い ま す 。 ま た 、 六 郷 満 山 文 化 と し

て 、 多 く の 農 耕 に ま つ わ る 民 俗 行 事 が 今 も 継 承 さ れ て い ま す 。  
平 成 ２ ５ 年 ５ 月 ３ ０ 日 、 私 た ち の 住 む 国 東 半 島 宇 佐 地 域 が 世 界 農

業 遺 産 に 認 定 さ れ ま し た 。 私 た ち は そ れ を 機 に 、 な ぜ こ こ が 世 界 農

業 遺 産 に 認 め ら れ た の か 、 何 が ど の よ う に 優 れ て い る の か を 探 究 し

発 信 し て い く 学 習 を 、 地 域 内 す べ て の 中 学 校 で 行 っ て き ま し た 。  

 
こ の 学 習 を 通 じ て 、 先 人 た ち が 創 り 上 げ た ク ヌ ギ 林 と 複 数 の た め

池 が 連 携 し た 農 林 水 産 循 環 な ど に つ い て 学 び 、 さ ら に 、 先 人 の 意 思

や 伝 統 を 受 け 継 ぎ 発 展 さ せ て き た 地 域 の 方 た ち の 思 い に 触 れ る こ と

が で き ま し た 。  
私 た ち の 住 み 慣 れ た 故 郷 が 、 国 際 連 合 食 糧 農 業 機 関 （ FA O） と い

う 大 き な 存 在 か ら 認 め ら れ た と し て も 、 私 た ち の 生 活 に 大 き な 変 化

は な い か も し れ ま せ ん 。 し か し 、 今 、 私 た ち の 心 の 中 に は 、 私 た ち

の 地 域 と そ こ に 息 づ く 伝 統 文 化 を 大 切 に し 、 そ れ ら を 誇 り に 思 う 気

持 ち が 確 か に 芽 生 え 始 め て い ま す 。  
地 域 性 あ ふ れ る 豊 か な 農 林 水 産 物 と そ れ ら を 育 む 生 態 系 、 先 人 が

守 り 続 け て き た 農 耕 文 化 ・ 食 文 化 ・ 美 し い 景 観 は 、 国 東 半 島 宇 佐 地

域 だ け で な く 、 大 分 県 、 日 本 、 全 世 界 の 宝 物 で す 。 こ の 宝 物 を 受 け

継 ぎ 、 守 り 、 次 の 時 代 へ 繋 い で い く こ と が 今 を 生 き る 私 た ち の 役 目

で す 。  
私 た ち は 故 郷 か ら 学 び 、 故 郷 を 守 り 、 故 郷 を 育 て て い く こ と を こ

こ に 宣 言 し ま す 。  

 
平 成 ２ ７ 年 １ 月 １ ７ 日  
国 東 半 島 宇 佐 地 域 世 界 農 業 遺 産 中 学 生 サ ミ ッ ト  
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第２回 科学の甲子園ジュニア全国大会の結果について

１ 目的

科学の甲子園ジュニアは、理科、数学等における複数分野の

競技に協働して取り組むことを通じて、全国の中学生が科学の

楽しさ、面白さを知り、科学と実生活・実社会との関連に気付

き、科学を学ぶことの意義を実感できる場を提供することによ

って、科学好きの裾野を広げるとともに、未知の分野に挑戦す

る探求心や創造性に優れた人材を育成すること。

２ 主催 独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）

３ 全国大会の概要及び結果

（１）期日 平成２６年１２月５日（金）～７日（日）

（２）会場 BumB東京スポーツ文化館（東京都江東区夢の島）

（３）出場 都道府県代表選考で選抜された４７チーム

※１チーム６名

（４）競技内容

〇筆記 （非公開）

〇実技① 「ヨウ素デンプン反応実験」

〇実技② 「ヘリウムガスを使用した飛行船作成」

（５）本県成績

大分県立大分豊府中学校チーム

（２年生、男子３名、女子３名）

①全国１３位（昨年度１９位）

〇筆記 １８９点（平均点 １３７．４点）

〇実技① ４４点（平均点 ８７．１点）

〇実技② ２３５点（平均点 １８３．６点）

〇合計 ４６８点（平均点 ４０８．１点）

②企業特別賞 帝人賞（女子生徒応援賞）

※女子３名以上で構成したチームのうち総合成績最上位

４ 大分県大会

（１）１次予選 平成２６年８月２４日（日） 参加１１チーム
豊府中（６チーム）、大分市立城東中（３チーム）、大分大学附属中（２チーム）

（２）２次予選 平成２６年９月２８日（日） 参加 ６チーム
豊府中（４チーム）、大分大学附属中（２チーム）
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